
鹿児島県出水市
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人と自然が融和した　にぎわいある元気都市　出水市

10
世 帯 数 ２万 4,908 （－ ６）
人　 口 ５万 5,425 （＋ 29）
男 ２万 5,905 （＋ 12）
女 ２万 9,520 （＋ 17）

出　 生 53
死　 亡 61
転　 入 143
転　 出 95

（９月１日現在 : 住民基本台帳）
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主な内容

｢読み聞かせって、楽しい！」

（米ノ津小学校にて　８月29日撮影）



主
な
使
い
道

    県営事業負担金

※1人当たりは、2014年3月31日現在の人口5万5,237人で計算してあります。

総  務  費

市の運営事務など

14.3%
6万5,836円

◆ 行政改革への取り組み

◆ 庁舎や土地などの財産
    管理
◆ 自治会、地域の活性化
    事業

◆ 税務事務
◆ 各種選挙の実施

民  生  費

高齢者、子ども、障害者
などの福祉サービス

32.7%
15万812円

◆ 児童手当の支給
◆ 生活保護費の支給
◆ 保育所等の運営
◆ 障害者への生活支援
◆ 高齢者への生活支援

衛  生  費

市民の
健康維持・健康増進

11.0%
5万730円

◆ 母子保健事業
◆ 各種予防接種
◆ 子ども医療費の助成
◆ ゴミやし尿の処理

農 林 水 産 業 費

農林水産業の振興

4.4%
2万227円

◆ 森林整備事業（除間伐
    事業など）

◆ 農業施設などの整備

◆ 林道、農道などの整備
◆ 生産基盤整備などの

割 合
使用額

お知らせします！
２０１３年度決算について ～

一般会計の決算って、『市民１人当たり』では、どのくらいお金を使っている

わかりやすくわかりやすく

自主財源
31.2%

依存財源
68.8%

市税
18.9%

繰越金 5.3%

分担金及び

負担金 1.1%

使用料及び

手数料 1.4%

繰入金 0.3%

その他 4.2%

地方交付税
38.9%

国庫支出金
11.7%

県支出金
6.2%

市債
8.9%

その他
3.1%

歳入総額

268億1,121万円

『一般会計』の決算は次のとおりです。
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50億9,481万円
繰 越 金 14億  914万円 10億9,045万円
市 税 50億7,925万円

分担金及び負担金

国 庫 支 出 金 31億4,624万円 28億  815万円
依
存
財
源

地 方 交 付 税 104億3,115万円

県 支 出 金 16億5,257万円

歳 入 決 算 の 内 訳

区   分 2013年度決算額 2012年度決算額

3億  580万円 5億8,583万円
自
主
財
源

そ の 他 11億1,452万円 15億2,130万円
繰 入 金 8,449万円 1億2,531万円
使用料及び手数料 3億8,760万円 3億8,944万円

自 主 財 源 合 計

歳 入 合 計 268億1,121万円 272億2,325万円

83億8,080万円 88億 714万円
依 存 財 源 合 計 184億3,041万円 184億1,611万円

16億3,696万円
市 債 23億7,660万円 24億9,430万円
そ の 他 8億2,385万円 8億3,650万円

106億4,020万円

2
0
1
3
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
出

決
算
額
は
2
5
4
億
8
0
3
3
万
円
で

す
が

こ
れ
を
市
民
１
人
当
た
り
に
換

算
す
る
と

4
6
万
1
2
9
1
円
使
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す

こ
の
お
金
を
使

わ
れ
た
分
野
ご
と
に
分
け
る
と

次
の

と
お
り
と
な
り
ま
す

区   分
歳 入
歳 出
差 引
翌 年 度 繰 越 財 源
実 質 収 支

258億1,411万円
272億2,325万円268億1,121万円

12億8,277万円11億5,976万円

2012年度

1億7,112万円
14億  914万円

一 般 会 計 決 算 の 状 況

△1億2,301万円

2013年度

13億3,088万円
254億8,033万円

1億2,637万円

増減額

4,475万円
△7,826万円

△3億3,378万円
△4億1,204万円
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一 般 会 計 決 算 の 状 況
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増減額

4,475万円
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△4億1,204万円

区　分 2013 年度 2012 年度 増減額
歳 入 268 億 1,121 万円 272 億 2,325 万円 △ 4 億 1,204 万円
歳 出 254 億 8,033 万円 258 億 1,411 万円 △ 3 億 3,378 万円
差 引 13 億 3,088 万円 14 億　914 万円 △ 7,826 万円
翌年度繰越額 1 億 7,112 万円 1 億 2,637 万円 4,475 万円
実 質 収 支 11 億 5,976 万円 12 億 8,277 万円 △ 1 億 2,301 万円
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歳　入　決　算　の　内　訳
区　　　分 2013 年度決算額 2012 年度決算額

自
主
財
源

市 税 50 億 7,925 万円 50 億 9,481 万円
繰 越 金 14 億　914 万円 10 億 9,045 万円
分 担 金 及 び 負 担 金 3 億　580 万円 5 億 8,583 万円
使 用 料 及 び 手 数 料 3 億 8,760 万円 3 億 8,944 万円
繰 入 金 8,449 万円 1 億 2,531 万円
そ の 他 11 億 1,452 万円 15 億 2,130 万円

依
存
財
源

地 方 交 付 税 104 億 3,115 万円 106 億 4,020 万円
国 庫 支 出 金 31 億 4,624 万円 28 億　815 万円
県 支 出 金 16 億 5,257 万円 16 億 3,696 万円
市 債 23 億 7,660 万円 24 億 9,430 万円
そ の 他 8 億 2,385 万円 8 億 3,650 万円

自 主 財 源 合 計 83 億 8,080 万円 88 億　714 万円
依 存 財 源 合 計 184 億 3,041 万円 184 億 1,611 万円
歳 入 合 計 268 億 1,121 万円 272 億 2,325 万円

一般会計の決算って、『市民一人当たり』では、どのくらいお金を使ってるの？
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、
歳
出
総
額
２
５

４
億
８
０
３
３
万
円
と
な
り
、
歳
入

か
ら
歳
出
を
引
い
た
差
引
額
は
13
億

３
０
８
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
額
か
ら
翌
年
度
へ
の
繰
越
財

源
１
億
７
１
１
２
万
円
を
除
く
と
、

実
質
収
支
は
11
億
５
９
７
６
万
円
と

な
り
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
度

の
実
質
収
支
と
比
べ
る
と
１
億
２
３

０
１
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

一般会計決算の状況

『一般会計』の決算は次のとおりです。

〔歳入〕
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そ の 他 の 経 費
1万723円

2.3%

議会活動、商業、
観光、災害復旧など

    ーツ施設の管理

公  債  費

◆ 図書館の管理運営
◆ 生涯学習の推進
◆ 商業高校の維持経費

◆ 市立の学校、幼稚園
    などの維持経費

土  木  費

道路、公園、住宅の
整備など

8.9%
4万1,223円

◆ 市道の整備、維持管理

    管理
◆ 公営住宅の整備、維持
◆ 公園の整備、維持管理

消  防  費
1万5,361円

3.3%

消防、救急業務

◆ 防災対策事業
◆ 救急業務
◆ 消防業務

教育や生涯学習の
推進

◆ スポーツの振興、スポ
◆ 青年の家の運営

5万657円
11.0%

借金の返済

◆ 議会運営

◆ 災害復旧事業
◆ 観光業の振興
◆ 商業の振興

◆ 市の借金（市債）の返済
    費用

教  育  費
5万5,722円

12.1%

出水市が使った について
～ 『一般会計』、『特別会計』、『企業会計』の

お 金お 金

人件費
18.6%

物件費
8.5%

維持補修費
0.7%

扶助費
19.1%

補助費等
8.2%

普通建設事

業費 13.8%
災害復旧事

業費
0.1%

公債費
10.2%

積立金
4.6%

投資及び

出資金
0.4%

貸付金
1.6%

繰出金
14.2%

歳出総額

254億8,033万円

歳出総額

258億1,411万円

〔 歳 出 〕

歳出決算の内訳 性質別の区分（何の費用として使ったか）

49億8,428万円
2012年度決算額

258億1,411万円
30億8,182万円
5億    0万円
1億  111万円
20億2,993万円
26億5,318万円

歳 出 合 計
繰 出 金
貸 付 金

投資及び出資金
積 立 金
公 債 費

23億5,272万円21億8,205万円
47億3,619万円

36億2,484万円
254億8,033万円

7,560万円

20億8,651万円
48億6,848万円
1億7,280万円

4億    0万円
1億1,014万円
11億6,904万円
26億  856万円

1,049万円
35億1,123万円

災害復旧事業費
普通建設事業費
補 助 費 等

8億4,851万円
23億3,575万円
3億3,850万円

30億5,181万円
20億6,830万円
47億5,701万円
1億5,835万円

人 件 費
区 分

扶 助 費
維 持 補 修 費
物 件 費

2013年度決算額

30億6,677万円
80億3,164万円
43億8,476万円

3億3,102万円
11億1,726万円

3,186万円

355万円
歳 出 合 計
諸 支 出 金

2億1,891万円
2013度決算額

254億8,033万円
0万円

2億2,574万円
2012度決算額

258億1,411万円

28億9,121万円
7億4,216万円

26億7,993万円
7,558万円

教 育 費
消 防 費

公 債 費
災害復旧費

27億9,814万円
1,049万円

30億7,791万円

土 木 費
商 工 費

22億7,706万円

歳出決算の内訳 目的別の区分（どの分野に使ったか）

区 分

農林水産業費
労 働 費
衛 生 費
民 生 費
総 務 費
議 会 費

28億  215万円
83億3,042万円
36億3,660万円

9億7,983万円
5,869万円

※ 各性質の内容については、4ページの用語説明欄をご覧くだ
さい。

議会費
0.8 %

総務費
14.3%

民生費
32.7%

衛生費
11.0%

労働費
0.1%

農林水産

業費
4.4%

商工費
1.3%

土木費
8.9%

消防費
3.3%

教育費
12.1%

災害復旧費
0.1%

公債費
11.0%

歳出総額

254億8,033万円

そ の 他 の 経 費
1万723円

2.3%

議会活動、商業、
観光、災害復旧など

    ーツ施設の管理

公  債  費

◆ 図書館の管理運営
◆ 生涯学習の推進
◆ 商業高校の維持経費

◆ 市立の学校、幼稚園
    などの維持経費

土  木  費

道路、公園、住宅の
整備など

8.9%
4万1,223円

◆ 市道の整備、維持管理

    管理
◆ 公営住宅の整備、維持
◆ 公園の整備、維持管理

消  防  費
1万5,361円

3.3%

消防、救急業務

◆ 防災対策事業
◆ 救急業務
◆ 消防業務

教育や生涯学習の
推進

◆ スポーツの振興、スポ
◆ 青年の家の運営

5万657円
11.0%

借金の返済

◆ 議会運営

◆ 災害復旧事業
◆ 観光業の振興
◆ 商業の振興

◆ 市の借金（市債）の返済
    費用

教  育  費
5万5,722円

12.1%

出水市が使った について
～ 『一般会計』、『特別会計』、『企業会計』の

お 金お 金

人件費
18.6%

物件費
8.5%

維持補修費
0.7%

扶助費
19.1%

補助費等
8.2%

普通建設事

業費 13.8%
災害復旧事

業費
0.1%

公債費
10.2%

積立金
4.6%

投資及び

出資金
0.4%

貸付金
1.6%

繰出金
14.2%

歳出総額

254億8,033万円

歳出総額

258億1,411万円

〔 歳 出 〕

歳出決算の内訳 性質別の区分（何の費用として使ったか）

49億8,428万円
2012年度決算額

258億1,411万円
30億8,182万円
5億    0万円
1億  111万円
20億2,993万円
26億5,318万円

歳 出 合 計
繰 出 金
貸 付 金

投資及び出資金
積 立 金
公 債 費

23億5,272万円21億8,205万円
47億3,619万円

36億2,484万円
254億8,033万円

7,560万円

20億8,651万円
48億6,848万円
1億7,280万円

4億    0万円
1億1,014万円
11億6,904万円
26億  856万円

1,049万円
35億1,123万円

災害復旧事業費
普通建設事業費
補 助 費 等

8億4,851万円
23億3,575万円
3億3,850万円

30億5,181万円
20億6,830万円
47億5,701万円
1億5,835万円

人 件 費
区 分

扶 助 費
維 持 補 修 費
物 件 費

2013年度決算額

30億6,677万円
80億3,164万円
43億8,476万円

3億3,102万円
11億1,726万円

3,186万円

355万円
歳 出 合 計
諸 支 出 金

2億1,891万円
2013度決算額

254億8,033万円
0万円

2億2,574万円
2012度決算額

258億1,411万円

28億9,121万円
7億4,216万円

26億7,993万円
7,558万円

教 育 費
消 防 費

公 債 費
災害復旧費

27億9,814万円
1,049万円

30億7,791万円

土 木 費
商 工 費

22億7,706万円

歳出決算の内訳 目的別の区分（どの分野に使ったか）

区 分

農林水産業費
労 働 費
衛 生 費
民 生 費
総 務 費
議 会 費

28億  215万円
83億3,042万円
36億3,660万円

9億7,983万円
5,869万円

※ 各性質の内容については、4ページの用語説明欄をご覧くだ
さい。

議会費
0.8 %

総務費
14.3%

民生費
32.7%

衛生費
11.0%

労働費
0.1%

農林水産

業費
4.4%

商工費
1.3%

土木費
8.9%

消防費
3.3%

教育費
12.1%

災害復旧費
0.1%

公債費
11.0%

歳出総額

254億8,033万円

歳出決算の内訳　性質別の区分（何の費用として使ったか）
区　　分 2013 年度決算額 2012 年度決算額

人 件 費 47 億 3,619 万円 49 億 8,428 万円
物 件 費 21 億 8,205 万円 23 億 5,272 万円
維 持 補 修 費 1 億 7,280 万円 1 億 5,835 万円
扶 助 費 48 億 6,848 万円 47 億 5,701 万円
補 助 費 等 20 億 8,651 万円 20 億 6,830 万円
普通建設事業費 35 億 1,123 万円 30 億 5,181 万円
災害復旧事業費 1,049 万円 7,560 万円
公 債 費 26 億　856 万円 26 億 5,318 万円
積 立 金 11 億 6,904 万円 20 億 2,993 万円
投資及び出資金 1 億 1,014 万円 1 億　111 万円
貸 付 金 4 億　　0 万円 5 億　　0 万円
繰 出 金 36 億 2,484 万円 30 億 8,182 万円
歳 出 合 計 254 億 8,033 万円 258 億 1,411 万円
　※各性質の内容については、４ページの用語説明欄を　

　　ご覧ください。

歳出決算の内訳　目的別の区分（どの分野に使ったか）
区　　分 2013 年度決算額 2012 年度決算額

議 会 費 2 億 1,891 万円 2 億 2,574 万円
総 務 費 36 億 3,660 万円 43 億 8,476 万円
民 生 費 83 億 3,042 万円 80 億 3,164 万円
衛 生 費 28 億　215 万円 30 億 6,677 万円
労 働 費 3,186 万円 5,869 万円
農林水産業費 11 億 1,726 万円 9 億 7,983 万円
商 工 費 3 億 3,102 万円 3 億 3,850 万円
土 木 費 22 億 7,706 万円 23 億 3,575 万円
消 防 費 8 億 4,851 万円 7 億 4,216 万円
教 育 費 30 億 7,791 万円 28 億 9,121 万円
災 害 復 旧 費 1,049 万円 7,558 万円
公 債 費 27 億 9,814 万円 26 億 7,993 万円
諸 支 出 金 0 万円 355 万円
歳 出 合 計 254 億 8,033 万円 258 億 1,411 万円

〔歳出〕

性質別 目的別
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1万8,329円

財産の購入 ※家の建築、車や家電製品などの購入に必要なお金
   → 普通建設事業費 35万1,123円

預貯金
   → 積立金 11万6,904円

家族への仕送り ※親や子どもの生活を援助するお金
   → 貸付金、繰出金 40万2,458円

ローンの返済
   → 公債費

21万9,413円

食費、光熱水費、生活用品
   → 人件費、物件費 69万1,855円

医療費、教育費
   → 扶助費 48万7,095円

各種会費など ※自治会や習いごとの会費
   → 補助費等、投資及び出資金

254万8,033円 決算額：254億8,033万円

 出水市の財政状況をわかりやすく理解するために、2013年度の一般会計の決算額を1万分の１にして、家
計簿に置き換えました。

26万 856円

家や車の修理代 ※道路や公共施設が壊れたときの修理代
   → 維持補修費、災害復旧事業費

し 　 しゅつ

支 出

給料 ※労働・サービスなどの代わりにもらうお金
   → 市税、負担金など 53万8,504円

家賃収入 ※土地や建物などの財産により得る収入
   → 使用料、財産収入 6万 457円

銀行からの借入
   → 市債 23万7,660円

預貯金の取り崩し
   → （基金などからの）繰入金 8,449円

決算額：268億1,121万円

しゅう にゅう

収 入 合 計 268万1,121円

合 計

各種手当、補助金など ※特定の条件により市などから入るお金
   → 国庫支出金、県支出金 47万9,881円

その他の臨時収入 ※臨時的に入るお金
   → 手数料、寄付金、繰越金、諸収入 23万 669円

家族からの仕送り ※足りない分を家族が援助するお金
   → （国からの）地方交付税、各種交付金 112万5,501円

―
―

一般会計の決算額を、『家計簿』にしてみました！

　本市の財政状況をわかりやすく理解していただくために、2013 年度の一般会計の決算額を 1 万分の１に
して、家計簿に置き換えました。

一般会計の決算額を、『家計簿』にしてみました！

収　入　合計　268 万 1,121 円　　決算額：268 億 1,121 万円

給料　※労働・サービスなどの代わりにもらうお金 
　　　→　市税、負担金など 53 万 8,504 円
家賃収入　※土地や建物などの財産により得る収入 
　　　→　使用料、財産収入 6 万 457 円
銀行からの借入 
　　　→　市債 23 万 7,660 円
預貯金の取り崩し 
　　　→　（基金などからの）繰入金 8,449 円
家族からの仕送り　※足りない分を家族が援助するお金 
　　　→　（国からの）地方交付税、各種交付金 112 万 5,501 円
各種手当、補助金など　※特定の条件により県などから入るお金 
　　　→　国庫支出金、県支出金 47 万 9,881 円
その他の臨時収入　※臨時的に入るお金 
　　　→　手数料、寄付金、繰越金、諸収入 23 万 669 円

支　出　合計　254 万 8,033 円　　決算額：254 億 8,033 万円

食費、光熱水費、生活用品 
　　　→　人件費、物件費 69 万 1,824 円
医療費、教育費 
　　　→　扶助費 48 万 6,848 円
各種会費など　※自治会や習いごとの会費 
　　　→　補助費等、投資および出資金 21 万 9,665 円
家や車の修理代 
　　　→　維持補修費、災害復旧事業費 1 万 8,329 円
財産の購入　※家の建築、車や家電製品などの購入に必要なお金 
　　　→　普通建設事業費 35 万 1,123 円
預貯金 
　　　→　積立金 11 万 6,904 円
家族への仕送り　※親や子どもの生活を援助するお金 
　　　→　貸付金、繰出金 40 万 2,484 円
ローンの返済
　　　→　公債費 26 万 856 円

― 
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　 2013 年度 2012 年度 類似団体平均 
（2012 年度）

財 政 力 指 数 0.37 0.36 0.63 
経 常 収 支 比 率 87.5 86.1 90.2 

『特別会計』の決算は
次のとおりです。

『企業会計』の決算は
次のとおりです。

『主な財政指標』は次のとおりです。

出水市の財政状況を 全国共通の指標 でお知らせします！

『特 別 会 計』　とは、 

地方公共団体が特定事業の収入をその事業の支出に充て経理を

行う会計で、一般会計とは切り離して考えるものです。

出水市の企業会計には、
『水道事業』 と 『病院事業』 の２つの会計があります。

特別会計名 歳　　　入 歳　　　出 差　引　額 主な事業の内容
国 民 健 康 保 険 

（ 事 業 勘 定 ） 84 億 7,925 万円 82 億 6,541 万円 2 億 1,384 万円 自営業者や農林水産業者などが加入
する医療保険を運営するためのもの

国 民 健 康 保 険 
（直営診療施設勘定） 730 万円 730 万円 0 円 大川内診療所を運営するためのも

の

後 期 高 齢 者 医 療 5 億 9,067 万円 5 億 8,926 万円 141 万円 75 歳以上の高齢者等の医療保険を
運営するためのもの

介 護 保 険 56 億 9,011 万円 56 億 3,638 万円 5,373 万円 介護保険を運営するためのもの

交 通 災 害 共 済 1,549 万円 1,146 万円 403 万円 交通事故で死傷した場合に見舞金を支
払う共済制度を運営するためのもの

下 水 道 13 億 812 万円 13 億 812 万円 0 円 出水地区の生活雑排水等を浄化処
理するためのもの

特 定 環 境 保 全 
公 共 下 水 道 5 億 8,215 万円 5 億 8,215 万円 0 円 高尾野地区の生活雑排水等を浄化

処理するためのもの

農 業 集 落 排 水 2 億 3,540 万円 2 億 3,540 万円 0 円 野田・江内地区の生活雑排水等を
浄化処理するためのもの

地 方 卸 売 市 場 2,254 万円 2,254 万円 0 円 出水市公設地方卸売市場の施設管
理を行うためのもの

企業会計名
収益的収入および支出 資本的収入および支出

収　入 支　出 収　入 支　出

水道事業 7 億 7,481 万円 7 億 1,527 万円 １億 5,495 万円 5 億 5,293 万円

病院事業 42 億 2,957 万円 43 億　549 万円 ６億 5,682 万円 14 億 7,866 万円

収益的収支：企業の経営活動に伴う経常的な収支で、収入はサービスの提供による料金などで、支出は施設を
維持管理するために必要な費用、人件費、減価償却費、借入金の支払利息などです。

資本的収支：企業の建設改良事業に伴う収支で、収入は工事負担金や借入金である企業債などで、支出は施設
を整備充実させるために必要な工事費、人件費、企業債の元金償還金などです。

経常的な支出に充てられた財
源が、経常的な収入のうちど
れくらいであったかを示す割
合で、70 ～ 80％が標準と
されています。比率が低いほ
ど財政に自由度があることを
示します。

本市と同程度の市（類似団体）と財
政状況を比較するための尺度で、地
方公共団体を「人口」と「産業構造」
で分類しています。
近隣では、日置市、熊本県宇城市、
宮崎県日向市が同じ分類となってい
ます。

基準財政収入額（標準的な状態で入
る税収）を基準財政需要額（標準的
な行政を行ったときに市に必要とさ
れるお金）で割った数値です。収入
額が需要額より大きいと「１」を超
え、数値が大きいほど財政力が強い
ことを示します。
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※ 人口は、2010年国勢調査によるものです。

11.9 37.5

近隣市および類似団体の状況

≪  近   隣   市  ≫ ≪  類   似   団   体  ≫

水俣市（熊本県） 26,978 13.9 52.8

10.5 60.1
伊 佐 市 29,304 13.1 18.8 宇城市（熊本県） 61,878 14.6

出 水 市 55,621 10.9 14.1

85.9
いちき串木野市 31,144 12.1 71.8 荒尾市（熊本県） 55,321

13.8 127.0
薩摩川内市 99,589 9.7 48.2 日向市（宮崎県） 63,223 14.2

57,689日南市（宮崎県）

103.7
23,154 10.8 14.2阿 久 根 市

人 口 実質公債費比率 将来負担比率 人 口 実質公債費比率

近隣市および類似団体の2012年度の実質公債費比率および将来負担比率は次のとおりです。

将来負担比率

 地方公共団体の財政破綻を未然に防ぐため、2007年6月に財政の健全性をチェックする「地方公共団体の
財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」が制定され、2007年度決算から財政の健全化に関する指標
（健全化判断比率、資金不足比率）を作成し、公表しています。
 出水市の2013年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率は次のとおりです。

日 置 市 50,822

財 政 の『健全化判断比率』に つ い て

－ 用語説明 と 解説 －

○実質赤字比率

一般会計の歳入から歳出を差し引いた額が赤字になる場合に、

この赤字額が標準財政規模（地方公共団体が標準的な状態で、

通常見込まれる収入の規模）に占める割合です。

出水市では、歳入から歳出を差し引いた額がプラスなので、実

質赤字比率は算出されていません。

○連結実質赤字比率

実質赤字比率を、公営企業会計などを含めた全会計をもとに算

出した場合の割合です。

出水市では、全会計において歳入から歳出を差し引いた額がプ

ラスなので、連結実質赤字比率は算出されていません。

○資金不足比率

公営企業会計ごとに算出されるもので、当該会計に資金の不足

額がある場合に､その不足額が料金収入の規模に占める割合です。

出水市では、2013年度各公営企業会計に資金不足が生じなかっ

たことから、資金不足比率は算出されていません。

○早期健全化基準

この基準以上になると、早期に改善が必要とされ、財政健全化

計画を策定し健全化を行います。いわゆるイエローカードです。

○財政再生基準

この基準以上になると、財政再生計画の策定が義務付けられ、

借金などが国の管理下に置かれるため、自主的な財政運営ができ

なくなります。いわゆるレッドカードです。
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⇒
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⇒
早期健全化

基準

※基金（預貯金）積立

額の増加などにより、

比率は減少していま

す。

将来負担比率の推移

※借金の返済により

比率は着実に減少

しています。

『実質公債費比率』とは、借金返済のためのお

金が、通常見込まれる収入に占める割合のこ

とです。

『将来負担比率』とは、この先、負担し

なければならないお金が、通常見込ま

れる収入に占める割合のことです。将

来の財政を圧迫する可能性を示します

これも少ないほうがいいんですよ！

2013年度は、算出されませんでした。

実 質 赤 字 比 率 ― ―

病 院 事 業 会 計 ― ―

― 14.1

―

将 来 負 担 比 率

連 結 実 質 赤 字 比 率 ― ―

指  標 2013年度 2012年度

地方卸売市場特別会計 ― ―

農業集落排水特別会計 ― ―

下 水 道 特 別 会 計 ― ―
特定環境保全公共下水道特別会計 ― ―

実 質 公 債 費 比 率 9.7 10.9

資 金 不 足 比 率 ― ―

水 道 事 業 会 計 ―

財政の『健全化判断比率』について
　地方公共団体の財政破綻を未然に防ぐため、2007 年６月に財政の健全性をチェックする「地方公共団体の財
政の健全化に関する法律（財政健全化法）」が制定され、2007 年度決算から財政の健全化に関する指標（健全化
判断比率、資金不足比率）を作成し、公表しています。
　本市の 2013 年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率は次のとおりです。

近隣市および類似団体の状況
近隣市および類似団体の 2012 年度の実質公債費比率と将来負担比率は次のとおりです。

指　　　標 2013 年度 2012 年度

実 質 赤 字 比 率 ― ―
連 結 実 質 赤 字 比 率 ― ―
実 質 公 債 費 比 率 9.7 10.9 
将 来 負 担 比 率 ― 14.1 
資 金 不 足 比 率 ― ―
水 道 事 業 会 計 ― ―
病 院 事 業 会 計 ― ―
地方卸売市場特別会計 ― ―
下 水 道 特 別 会 計 ― ―
特定環境保全公共下水道特別会計 ― ―
農業集落排水特別会計 ― ―

≪　　近　　　隣　　　市　　≫ ≪　　類　　　似　　　団　　　体　　≫

　 人口 （人） 実質公債費比率 将来負担比率 人口 （人） 実質公債費比率 将来負担比率

出 水 市 55,621 10.9 14.1 日 置 市 50,822 11.9 37.5 
阿 久 根 市 23,154 10.8 14.2 日南市 （宮崎県） 57,689 13.8 127.0 
薩 摩 川 内 市 99,589 9.7 48.2 日向市 （宮崎県） 63,223 14.2 103.7 
いちき串木野市 31,144 12.1 71.8 荒尾市 （熊本県） 55,321 10.5 60.1 
伊 佐 市 29,304 13.1 18.8 宇城市 （熊本県） 61,878 14.6 85.9 
水俣市 （熊本県） 26,978 13.9 52.8 　※　人口は、 2010 年国勢調査によるものです。

『実質公債費比率』とは、借金返済のためのお金が、
通常見込まれる収入に占める割合のことです。少
ないほうがいいんですよ！

『将来負担比率』とは、この先、負担
しなければならないお金が、通常見込
まれる収入に占める割合のことです。
将来の財政を圧迫する可能性を示しま
す。これも少ないほうがいいんです
よ！
2013 年度は、算出されませんでした。

― 用語説明 と 解説―
○実質赤字比率
　　一般会計の歳入から歳出を差し引いた額が赤字になる場合に、
　この赤字額が標準財政規模（地方公共団体が標準的な状態で、　
　通常見込まれる収入の規模）に占める割合です。
　　本市では、歳入から歳出を差し引いた額がプラスなので、実質
　赤字比率は算出されていません。
○連結実質赤字比率
　　実質赤字比率を、公営企業会計などを含めた全会計をもとに算
　出した場合の割合です。
　　本市では、全会計において歳入から歳出を差し引いた額がプラ
　スなので、連結実質赤字比率は算出されていません。
○資金不足比率
　　公営企業会計ごとに算出されるもので、当該会計に資金の不足
　額がある場合に、その不足額が料金収入の規模に占める割合です。
　　本市では、2013 年度各公営企業会計に資金不足が生じなかっ
　たことから、資金不足比率は算出されていません。
○早期健全化基準
　　この基準以上になると、早期に改善が必要とされ、財政健全化
　計画を策定し健全化を行います。いわゆるイエローカードです。
○財政再生基準
　　この基準以上になると、財政再生計画の策定が義務付けられ、
　借金などが国の管理下に置かれるため、自主的な財政運営ができ
　なくなります。いわゆるレッドカードです。
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主な会計の市債残高の推移は、次のとおりとなっています。

 市も一般家庭と同じように土地や建物、自動車、預貯金などの『財産』や『借金』を持っています。
 今回は、これらの財産や借金について、2014年3月31日現在の状況をお知らせします。

財産のうち、積立基金の積立額の推移は、次のとおりとなっています。

出 水 市 は こ ん な を 持 っ て い ま す ！財産財産

『財産』の 状 況 は 次 の と お り で す 。

41億2千万円
47億2千万円

51億7千万円
56億8千万円 63億4千万円

12億2千万円 12億2千万円
17億3千万円

32億3千万円 32億3千万円35億2千万円

47億5千万円 49億3千万円 48億4千万円 47億6千万円
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〔 年度 〕

積 立 基 金 の 推 移

財政調整基金

減債基金

その他積立基金

『借金(市債)』の 状 況 は 次 の と お り で す 。

255億6千万円 242億5千万円 237億7千万円 239億2千万円 238億2千万円

166億4千万円 166億2千万円 163億4千万円 160億5千万円 156億5千万円

48億0千万円 50億0千万円 48億4千万円 46億0千万円 45億5千万円

40億6千万円 37億2千万円 38億3千万円 37億1千万円 34億4千万円0
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主な会計の市債残高の推移

一般会計

下水道分（3会計合

計）
水道事業

病院事業

△1,856万円
水 道 事 業 45億5,240万円 46億  273万円 △5,033万円
病 院 事 業 34億4,045万円 37億  524万円 △2億6,479万円

1億6,982万円 1億8,838万円地 方 卸 売 市 場 特 別 会 計

企業会計

△4,277万円
農業集落排水特別会計 18億    2万円 18億6,591万円 △6,589万円

2013年度末現在高 2012年度末現在高 増  減  額

238億1,600万円 239億2,407万円 △1億  807万円
下 水 道 特 別 会 計 87億5,063万円 90億3,714万円 △2億8,651万円
特定環境保全公共下水道特別会計 51億  275万円 51億4,552万円

一 般 会 計

会   計   名

下水道分

主な会計の市債残高の推移は、次のとおりとなっています。

 市も一般家庭と同じように土地や建物、自動車、預貯金などの『財産』や『借金』を持っています。
 今回は、これらの財産や借金について、2014年3月31日現在の状況をお知らせします。

財産のうち、積立基金の積立額の推移は、次のとおりとなっています。

出 水 市 は こ ん な を 持 っ て い ま す ！財産財産

『財産』の 状 況 は 次 の と お り で す 。

41億2千万円
47億2千万円

51億7千万円
56億8千万円 63億4千万円

12億2千万円 12億2千万円
17億3千万円

32億3千万円 32億3千万円35億2千万円

47億5千万円 49億3千万円 48億4千万円 47億6千万円
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積 立 基 金 の 推 移

財政調整基金

減債基金

その他積立基金

『借金(市債)』の 状 況 は 次 の と お り で す 。

255億6千万円 242億5千万円 237億7千万円 239億2千万円 238億2千万円

166億4千万円 166億2千万円 163億4千万円 160億5千万円 156億5千万円

48億0千万円 50億0千万円 48億4千万円 46億0千万円 45億5千万円

40億6千万円 37億2千万円 38億3千万円 37億1千万円 34億4千万円0
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〔 年度 〕

主な会計の市債残高の推移

一般会計

下水道分（3会計合

計）
水道事業

病院事業

△1,856万円
水 道 事 業 45億5,240万円 46億  273万円 △5,033万円
病 院 事 業 34億4,045万円 37億  524万円 △2億6,479万円

1億6,982万円 1億8,838万円地 方 卸 売 市 場 特 別 会 計

企業会計

△4,277万円
農業集落排水特別会計 18億    2万円 18億6,591万円 △6,589万円

2013年度末現在高 2012年度末現在高 増  減  額

238億1,600万円 239億2,407万円 △1億  807万円
下 水 道 特 別 会 計 87億5,063万円 90億3,714万円 △2億8,651万円
特定環境保全公共下水道特別会計 51億  275万円 51億4,552万円

一 般 会 計

会   計   名

下水道分

　市も一般家庭と同じように土地や建物、自動車、預貯金などの 『財産』 や 『借金』 を持っています。
　今回は、これらの財産や借金について、2014 年３月 31 日現在の状況をお知らせします。

会　　計　　名 2013 年度末 
現　在　高

2012 年度末 
現　在　高 増　　減　　額

一　般　会　計 238 億 1,600 万円 239 億 2,407 万円 △ 1 億　807 万円

下水道分

下 水 道 特 別 会 計 87 億 5,063 万円 90 億 3,714 万円 △ 2 億 8,651 万円
特定環境保全公共下水道特別会計 51 億　275 万円 51 億 4,552 万円 △ 4,277 万円
農 業 集 落 排 水 特 別 会 計 18 億　　2 万円 18 億 6,591 万円 △ 6,589 万円

地 方 卸 売 市 場 特 別 会 計 1 億 6,982 万円 1 億 8,838 万円 △ 1,856 万円

企業会計
水　道　事　業 45 億 5,240 万円 46 億　273 万円 △ 5,033 万円
病　院　事　業 34 億 4,045 万円 37 億　524 万円 △ 2 億 6,479 万円

　主な会計の市債残高の推移は、次のとおりとなっています。

区　分 2013 年度末現在高 備　　　　　　　　　　考

土 地 
（ う ち 山 林 ）

3,285 万 8,591㎡
（2,888 万 1,420㎡） 土地のうち、主なものは山林です。

建 物 31 万 3,755㎡ 建物のうち、主なものは学校、公園、住宅などの施設です。
有 価 証 券 4,588 万円 市が保有している株券です。
出 資 金 6 億 1,234 万円 各種協会等への出資金です。
貸 付 金 11 億 7,713 万円 特定事業のために市民や別会計の事業にお金の貸し付けを行っているものです。
車 両 177 台 市が保有している公用自動車や消防車両などです。
基 金 192 億 3,119 万円 一般家庭の預貯金に相当するもので、18 の基金があります。

積 立 143 億 3,339 万円 計画的に積み立て、赤字になりそうなときに取り崩したり、特定の事業を行う
ための基金。

果実運用 42 億 7,100 万円 原資は取り崩さず、その利息を使って事業を行う基金。
定額運用 2 億 6,940 万円 一定の金額の基金を原資に、土地を購入したり、貸し付けを行う基金。
特別会計 3 億 5,740 万円 特別会計が積み立てている基金。主に国民健康保険基金。

　財産のうち、積立基金の積立額の推移は、次のとおりとなっています。

出水市はこんな　　　　を持っています！

　『財産』の状況は次のとおりです。

　『借金（市債）』の状況は次のとおりです。

財産
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サッカー ①出水サッカークラブ
②野田710クラブ

   バスケット
ボー ル　

男子　①出水BLUE SPARKS
　　　②北薩クラブ
女子　①出水BLUE SPARKS
　　　②出水高等学校

ハンドボール 男子　①出水クラブ　　②出水高校
女子　①出水クラブＡ　②出水高校

軟式野球 ①日立金属ナノテック　②出水消防

ソフトボール ①男組　　　　　　　　②白虎隊
ターゲット・
バードゴルフ

シ　ニ　アの部　　①冨　永　實　徳　　　　　　　　②畠　田　良　信
レディースの部　　①内　田　由美子　　　　　　　　②原　田　文　子
一 般 男 子の部　　①川　﨑　照　男　　　　　　　　②江　尻　幸　雄

柔　　　道 小学１・２年生の部　①濱　田　真之介（野田）　　　　　②橋　元　隆　希（錬心）
小学３・４年生の部　①山　下　侑太朗（野田）　　　　　②吉　野　佑　晴（野田）
小学５・６年生の部　①川　村　虎　白（出水）　　　　　②浦　崎　七　海（出水）
中　学　生の部　　　①上　園　泰　成（高尾野）　　　　②中　村　滉志郎（高尾野）

ゴ　ル　フ ①清　水　　正　　②井手口　勝

ゲートボール ①諏訪Ｂチーム　　②上中チーム
グラウンド･

　ゴルフ
団　　　体　　　　　①鹿島同好会１組　　　　　　　　②高尾野中部（２）
個　　　人　　　　　①湯　田　力　三（高尾野中部２）　②竹　平　エ　イ（野田４組）

剣　　　道 小学１・２年生（男）　①田　渕　礼　人（下水流）　　　　②川　畑　羽　瑠（野田）
小学１・２年生（女）　①中渡瀬　仁　江（出水剣友）　　　②是　枝　栞　奈（野田）
小学３・４年生（男）　①小　野　翔　平（高尾野）　　　　②上　野　潤希愛（下水流）
小学３・４年生（女）　①道　畑　海　羽（高尾野）　　　　②肱　岡　桃　香（下水流）
小学５・６年生（男）　①田　渕　辰　樹（下水流）　　　　②森　代　太　聞（野田）
小学５・６年生（女）　①猪　原　悠　月（出水剣友）　　　②椿　　　陽　奈（出水剣友）
中学生男子　　　　　①有　川　克　哉（野田中）　　　　②是　枝　玲　哉（野田中）
中学生女子　　　　　①餅　井　美　月（野田中）　　　　②山　田　美沙希（高尾野中）
高校生男子　　　　　①吉　川　竜　斗（出水商業）　　　②大　野　寅　泰（出水高）
高校生女子　　　　　①末　増　雪　希（出水商業）　　　②早　瀬　友　香（出水商業）

ソフトテニス 小学生男子　　　　　①奥　村・古　澤（出水校区）　　　②井手上・中　川（高尾野ク）
小学生女子　　　　　①東　條・杉　本（柊野ク）　　　　②小　田・大　野（西出水ク）
中学１年生男子　　　①吉　田・渕　上（出水中）　　　　②土　持・上　野（高尾野中）
中学２年生男子　　　①安　慶・小　島（出水中）　　　　②加治屋・北　園（高尾野中）
中学３年生男子　　　①竹　内・福　山（荘中）　　　　　②山　平・中　川（荘中）
中学１年生女子　　　①奥　村・徳　留（出水中）　　　　②丸　尾・片野坂（出水中）
中学２年生女子　　　①橋　元・木　山（出水中）　　　　②山　内・塚　元（高尾野中）
中学３年生女子　　　①井　上・鳥羽瀬（米ノ津中）　　　②永　田・石　井（出水中）
高校・一般Ａ級　　　①永　岩・本　村（出水工ＯＢ）　　②臼　山・西　尾（出水工高）
高校・一般Ｂ級　　　①大　田・花　山（出水商業）　　　②宮　原・澤　邊（野田女子）

テ　ニ　ス 男子Ａクラス　　　　①松　元・米　田（テンポイント）　②神　埼・原　口（テンポイント）
男子Ｂクラス　　　　①吉　留・岩　永（出水中）　　　　②山　上・本　蔵（出水中）
女子Ａクラス　　　　①谷　村・秦　　（出水レディース）②吉　田・鳴　海（タイム・クレセント）
女子Ｂクラス　　　　①溝　口・有　薗（出水中）　　　　②西　郷・奥　村（出水中）
男子ベテラン　　　　①岩　崎・赤　塚（木曜会）　　　　②黒　田・原　田（クレセント）

バドミントン 男子ダブルスＡ級　　①根　比・束　田（シャトラーツ）　②中　村・窪　下（荘ひまわり）
女子ダブルスＡ級　　①浜　崎・川　添（ひとみんとん）　②西　本・松　崎（荘ひまわり）
男子ダブルスＢ級　　①田原迫・鍋　倉（POLO倶楽部）　②寺　地・新　村（POLO倶楽部）
女子ダブルスＢ級　　①原　田・緒　方（POLO倶楽部）　②田原迫・上　平（POLO倶楽部）
男子ダブルスＣ級　　①谷　　・松ヶ野（運足会）　　　　②花　田・田　島（詩季工房）
女子ダブルスＣ級　　①鳥　越・海　平（ＴＦＳ）　　　　②有　田・三ツ石（運足会）
共通ダブルスＤ級　　①川　内・東　　（荘スポ少）　　　②山　口・辻　　（荘スポ少）

第９回

市民体育大会種目別成績
《各種目で熱戦が繰り広げられました》

　広報いずみ８月号で、市民体育大会総合開会式に
ついて掲載しましたが、同大会の種目別競技の成績
をお知らせします（表記は各種目の大会成績の表記
で記しています）。
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卓　　　球
小学生男子２年　　　①寺　地　　　魁（出水ＴＴＣ）
小学生男子３年　　　①浜　田　昊　佑（出水ＴＴＣ）
小学生男子５年　　　①大　森　孔　涼（下水流小）　　　　　②神　田　真　也（下水流小）
小学生男子６年　　　①徳　山　康　志（東出水小）　　　　　②川　添　雄　太（東出水小）
小学生女子２年　　　①白　梅　怜　実（出水ＴＴＣ）
小学生女子４年　　　①神之田　真　悠（出水ＴＴＣ）　　　　②前　田　心　愛（出水ＴＴＣ）
小学生女子５年　　　①宮　田　愛　花（出水ＴＴＣ）
小学生女子６年　　　①末　永　萌　織（出水ＴＴＣ）　　　　②古　田　南　美（出水ＴＴＣ）
中学生男子Ａ　　　　①中　原　湧　斗（米ノ津中）　　　　　②大　薗　慶　尭（出水中）
中学生男子Ｂ　　　　①樋　口　敦　大（江内中）　　　　　　②川　俣　哲　士（江内中）
中学生男子Ｃ　　　　①立　沢　納　基（高尾野中）　　　　　②末　永　頼　夏（米ノ津中）
中学生女子Ａ　　　　①日　置　未　悠（米ノ津中）　　　　　②豊　田　莉　那（米ノ津中）
中学生女子Ｂ　　　　①荒　田　芽　依（高尾野中）　　　　　②阿　部　　　育（高尾野中）
中学生女子Ｃ　　　　①井　上　愛　梨（高尾野中）　　　　　②松　元　暖　望（高尾野中）
高校生男子　　　　　①川　崎　青空海（出水工業）　　　　　②松　元　　　優（出水工業）
高校生女子　　　　　①南　條　歩　実（野田女子）　　　　　②渡　辺　未沙希（野田女子）

弓　　　道 団体　中学生男子　　①高尾野中Ａ　　　　　　　　　　　　②高尾野中Ｂ
　　　中学生女子　　①高尾野中Ａ　　　　　　　　　　　　②出水中Ａ
　　　高校生男子　　①出水商業　　　　　　　　　　　　　②出水工業
　　　高校生女子　　①出水商業　　　　　　　　　　　　　②野田女子
個人　中学生男子　　①山　元　　　翼　　　　　　　　　　②千々岩　優太郎
　　　中学生女子　　①小　林　由　佳　　　　　　　　　　②山　元　美　空
　　　高校生男子　　①原　田　晃　平　　　　　　　　　　②上　門　昇喜郎
　　　高校生女子　　①松　下　美　樹　　　　　　　　　　②織　田　英里華
　　　一般男子　　　①中出口　正　幸　　　　　　　　　　②瀬　涯　隆　男
　　　一般女子　　　①山　元　皇　子　　　　　　　　　　②谷　川　万由美

陸 上 競 技 短距離（100ｍ）
小学１年生男子　　①迫　田　裕　正（出水市陸上）　　　　　②黒　田　大　翔（出水小）
　　　　　女子　　①宇　藤　くらら（米ノ津東小）【大会新】  ②外　　　菜　摘（米ノ津ＪＡＣ）
　　２年生男子　　①大　平　倫　嗣（米ノ津東小）　　　　　②花　田　蓮　翔（米ノ津東小）
　　　　　女子　　①野　畑　陽　菜（高尾野陸上）【大会新】  ②松　下　七　海（米ノ津東小）【大会タイ】
　　３年生男子　　①森　田　将　巧（米ノ津陸上）【大会新】  ②川　俣　知　輝（出水小）【大会新】
　　　　　女子　　①福　田　桃　花（米ノ津陸上）　　　　　②田　中　架　恋（出水市陸上）
　　４年生男子　　①塩　盛　稜　太（西出水小）【大会新】　  ②川　上　亮　磨（高尾野陸上）【大会新】
　　　　　女子　　①片野坂　瑞　希（高尾野陸上）　　　　　②宮　野　優　海（高尾野陸上）
　　５年生男子　　①小　路　翔　琉（米ノ津東小）【大会新】  ②田　中　寿　琉（出水市陸上）
　　　　　女子　　①寺　地　し　い（出水市陸上）【大会新】  ②富　満　優　女（高尾野陸上）【大会新】
　　６年生男子　　①藤　崎　隆　斗（米ノ津陸上）【大会新】  ②平　薮　慎　海（出水市陸上）【大会新】
　　　　　女子　　①前　田　知　伽（高尾野陸上）【大会新】  ②大　野　真　季（西出水小）【大会タイ】
リレー（400ｍ）
小学１・２年生男子　①米ノ津東小　　　　　　　　　　　　②米ノ津陸上
　　　　　　　女子　①米ノ津東小　　　　　　　　　　　　②米ノ津小
小学３・４年生男子　①高尾野陸上　　　　　　　　　　　　②米ノ津ＪＡＣ（Ａ）
　　　　　　　女子　①高尾野陸上【大会新】　　　　　　　　②米ノ津東小
小学５・６年生男子　①出水市陸上【大会タイ】　　　　　　　②米ノ津陸上
　　　　　　　女子　①高尾野陸上（Ａ）　　　　　　　　　　②出水市陸上

ボクシング 【少年の部】
　ピン級　　　　　　①米　丸　　　響
　ライトフライ級　　①山　下　標　真
　フライ級　　　　　①切　通　拳　人
　バンタム級　　　　①平　原　龍　聖
　ライト級　　　　　①吉　田　大　寿

【成年の部】  
　ライト級　　　　　①蔵　満　大　志
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　９月号に掲載しました、中学生が大活躍！
の記事で「米ノ津中学校水泳部（鏡選手）、女
子200ｍ背泳ぎ（県大会１位）、女子200ｍ背泳
ぎ（県大会１位）」とありましたが、正しくは

「女子200ｍ背泳ぎ（県大会１位）、女子100ｍ背
泳ぎ（県大会１位）」でした。お詫びして、訂
正します。

水　　　泳 【４年生以下男子】
25ｍ自由形
50ｍ自由形
25ｍ平泳ぎ
50ｍ平泳ぎ
25ｍバタフライ
25ｍ背泳ぎ
100ｍ自由形
100ｍﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
100ｍリレー

【５・６年生男子】

25ｍ自由形

50ｍ自由形
50ｍ平泳ぎ
25ｍバタフライ
50ｍバタフライ
25ｍ背泳ぎ
50ｍ背泳ぎ
100ｍ自由形
100ｍ平泳ぎ
200ｍﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
200ｍリレー

【中学生男子】
50ｍ自由形
100ｍ自由形
50ｍバタフライ
50ｍ背泳ぎ
200ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ

【高校生男子】
50ｍ自由形
200ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ

【一般男子】
25ｍ自由形
50ｍ自由形
25ｍ平泳ぎ
25ｍバタフライ
50ｍバタフライ
25ｍ背泳ぎ

【４年生以下女子】
25ｍ自由形
50ｍ自由形
25ｍ平泳ぎ
25ｍバタフライ
25ｍ背泳ぎ
50ｍ背泳ぎ
100ｍ自由形
100ｍﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
100ｍリレー

【５・６年生女子】
25ｍ自由形
50ｍ自由形

25ｍ平泳ぎ

50ｍ平泳ぎ
25ｍバタフライ
50ｍバタフライ
25ｍ背泳ぎ
50ｍ背泳ぎ
100ｍ自由形
100ｍ平泳ぎ
100ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ
200ｍﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
200ｍリレー

【中学生女子】
50ｍ自由形
100ｍ自由形
50ｍ平泳ぎ
100ｍ平泳ぎ

【高校生女子】
50ｍ自由形

【一般女子】
25ｍ自由形
25ｍバタフライ
25ｍ平泳ぎ

①秋永虎太郎（米ノ津東水泳）
①鏡　　日翔（出水メイプル）
①永山　智康（セイカ出水）
①永山　智康（セイカ出水）
①鏡　　日翔（出水メイプル）
①重田　一祈（セイカ出水）
①平野　辰磨（出水メイプル）
①セイカ出水
①セイカ出水

①松﨑　太郎（セイカ出水）
①片山　　空（セイカ出水）
①橋口晶太郎（米ノ津東水泳）
①田浦　響喜（セイカ出水）
①宮田　　司（米ノ津東水泳）
①橋口晶太郎（米ノ津東水泳）
①吉井　颯斗（米ノ津東水泳）
①宮田　　司（米ノ津東水泳）
①徳山　智文（西出水水泳）
①田浦　響喜（セイカ出水）
①米ノ津東水泳
①米ノ津東水泳

①徳山　　優（西出水水泳）
①田浦　幸志（セイカ出水）
①田浦　幸志（セイカ出水）
①椎木　大輔（西出水水泳）
①椎木　大輔（西出水水泳）

①橋口　大介（米ノ津東水泳）
①橋口　大介（米ノ津東水泳）

①山口　武司（水泳協会）
①山口　祐貴（水泳協会）大会新
①土屋　孝志（米ノ津東水泳）
①川内　修平（西出水水泳）
①山口　祐貴（水泳協会）
①﨑元　健一（米ノ津東水泳）

①田浦　凜夏（セイカ出水）
①山崎　　雅（西出水水泳）
①野邉　栞奈（米ノ津東水泳）
①尾ノ上美月（米ノ津東水泳）
①城須　海緒（出水メイプル）
①山崎　　雅（西出水水泳）
①城須　海緒（出水メイプル）
①米ノ津東水泳
①米ノ津東水泳Ａ

①轟木　　和（セイカ出水）
①西　　桃樺（セイカ出水）
①秋永　莉緒（米ノ津東水泳）
①猪八重和香（米ノ津東水泳）
①楠元　菜穂（西出水水泳）
①猪八重和香（米ノ津東水泳）
①尾ノ上美羽（米ノ津東水泳）
①永山理佳子（セイカ出水）
①富田　聖菜（セイカ出水）
①西　　桃樺（セイカ出水）
①秋永　莉緒（米ノ津東水泳）
①富田　聖菜（セイカ出水）
①西出水水泳Ａ
①セイカ出水

①野崎ゆうみ（西出水水泳）
①野崎ゆうみ（西出水水泳）
①中川　望（セイカ出水）
①中川　望（セイカ出水）

①溝下　栗加（出水メイプル）

①牛ノ濱明子（鶴泳会）
①牛ノ濱明子（鶴泳会）
①澤田ひとみ（水泳協会）

［ 同着
［ 同着
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本
年
10
月
診
療
分
か
ら
「
子
ど
も
医
療
費
助

成
」
が
18
歳
（
※
）
ま
で
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

※
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日

　

ま
で
の
間
に
あ
る
も
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

○今回対象となった方または受給資格者証
　をもっていない児童

申請が必要です。（児童の住所が市内の場合は
　　　　　　　　　　申請書を送付済みです。）
※保護者の住所が市内で、児童の住所が市内に
　ない場合はお問い合わせください。

受付時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
受付場所　本庁こども課子育て支援係（⑥番窓口）
　　　　　高尾野支所市民福祉課（④番窓口）
　　　　　野 田 支 所 市 民 福 祉 課（②番窓口）

※ひとり親家庭医療費助成・
　重度心身障害者医療助成・
　生活保護の対象児童は除く

問い合わせ先
　本庁こども課子育て支援係
　（☎ 63 － 4047）

い
3

つもず
3

っとみ
3

んなで子育て支援

日　時　10 月 12 日（日）　午前 10 時～午後３時 30 分
場　所　青年の家
内　容　次の中から好きなものを選んで作ります。
　　　　①どんぐりトトロの置物　②焼き板コースター　③紙バンドこま　④肉球キーホルダー
　　　　⑤竹トンボ　⑥森のしおり　⑦レザークラフト
※複数選ぶことができますが、どれも１～２時間程度かかりますので、無理のない範囲でお選びください。
対象者　どなたでも（小学３年生以下は保護者同伴）
※子ども会やクラス会など団体での参加も可能です。
材料費　１製作につき、レザークラフトは 200 円、その他製作は 100 円
申し込み方法　10 月６日 ( 月 ) までに電話、ＦＡＸまたはＥメール（青年の家ホームページをご覧ください。）
　　　　　　　でお申し込みください。昼食は、青年の家の食堂（カレーライス 500 円）を利用できます。
　　　　　　　お申し込み時に昼食希望の有無をお知らせください。
申込・問い合わせ先　青年の家（☎ 63 − 2135）

2014 年度秋の自然まつり
【第 13 回青年の家フェスティバル】～家族やお友達と一緒に秋のクラフト体験！～

　公立幼稚園に遊びに来ませんか！
　本市の公立幼稚園では、「地域に根ざした幼稚園づくり」を目指し、11月第１週の

「地域が育む『かごしまの教育』県民週間」を中心に、下記の日程で公開参観を実施します。
　日ごろ、公立幼稚園がどのような活動を行っているかを地域の方々に知っていただき、
公立幼稚園をより身近に感じていただきたいと思いますので、多くの方々のご来園をお待ちしております。
　詳しい計画については、各幼稚園（平日の午後３時～同５時）にお問い合わせください。

幼稚園名 期　日 時　間 参観内容 問い合わせ先

西出水小学校附属紫翠幼稚園 10月29日（水）
10月31日（金）

両日共に
午前９時 30 分～同 11 時 30 分

29日：一般参観
31日：未就園児対象 ☎63－2158

東出水小学校附属幼稚園 10月28日（火） 午前９時 30 分～同 11 時 30 分 一般参観
（未就園児含む） ☎63－2163

米ノ津小学校附属幼稚園 10月30日（木）
11月４日（火）

午前 10 時 00 分～同 11 時 30 分
午前  ９時 30 分～同 11 時 30 分

30日：未就園児対象
４日：一般参観 ☎67－2938

米ノ津東小学校附属幼稚園 11月７日（金） 午前９時 40 分～同 11 時 30 分 一般参観
（未就園児含む） ☎67－1023

切通小学校附属幼稚園 11月５日（水） 午前９時 30 分～同 11 時 30 分 一般参観
（未就園児含む） ☎67－2919

荘小学校附属幼稚園 11月７日（金） 午前９時 30 分～同 11 時 30 分 一般参観
（未就園児含む） ☎82－3670

野田小学校附属幼稚園 11月５日（水） 午前９時 30 分～同 11 時 30 分 一般参観
未就園児保育参加 ☎84－2067

対
象
児
童

○
市
内
に
住
所
が
あ
る
児
童

○
市
内
に
保
護
者
の
住
所
が
あ
り
、
進
学
等
の

　

理
由
で
市
外
に
住
所
を
お
い
て
い
る
児
童

登
録
等
申
請
手
続
き

○
受
給
資
格
者
証
を
持
っ
て
い
る
児
童
に
つ

　

い
て
は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
今
回
、
対
象
と
な
っ
た
方
ま
た
は
受
給
資

　

格
者
証
を
持
っ
て
い
な
い
児
童
に
つ
い
て

　

は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
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議
会
報
告
会
を開

催
し
ま
す
！

　

市
議
会
の
議
会
報
告
会
お
よ
び

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

都
合
の
つ
く
会
場
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日　
時

　

10
月
８
日
、
同
９
日

　

午
後
７
時
～
同
８
時
30
分

　

市
立
保
育
園
の
民
営
化
に
伴
い
、

運
営
を
希
望
さ
れ
る
法
人
を
募
集
し

ま
す
。

【
民
営
化
す
る
保
育
園
】

○
西
出
水
保
育
園

○
福
之
江
保
育
園

民
営
化
の
時
期

　

２
０
１
６
年
４
月
１
日

応
募
資
格　
市
内
に
主
た
る
事
務
所

　

を
置
く
社
会
福
祉
法
人

※
新
設
す
る
社
会
福
祉
法
人
の
場
合

　

は
、
募
集
要
項
の
資
格
要
件
を
満

　

た
す
者

募
集
要
項
配
布
時
期

　

10
月
15
日
（
水
）
配
布
開
始

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す

　

の
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ

　

さ
い
。

現
地
説
明
会

○
西
出
水
保
育
園

　

11
月
５
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
同
10
時

○
福
之
江
保
育
園

　

11
月
５
日
（
水
）

　

午
前
10
時
30
分
～
同
11
時
30
分

応
募
期
限　
11
月
27
日
（
木
）

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
こ
ど
も
課
に

　

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
こ
ど
も
課
こ
ど
も
施
設
係

　
（
☎
�
４
０
５
４
）

保
育
園
の
移
譲
先
法
人
を

募
集
！

開　催　日 会　　　場

10 月８日 （水）

大川内農業者トレーニングセンター

出水市中央公民館　学習室１・２

早馬自治公民館

10 月９日 （木）

高尾野農村環境改善センター

江内カントリーコア　大会議室

野田支所　別館大会議室

　

出
水
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
は
、
簡
素

で
効
率
的
な
市
政
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
、

市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
本
市
の
行
政
改
革
の

推
進
に
関
し
必
要
な
助
言
等
を
行
う
附
属
機

関
で
す
。
本
年
度
か
ら
、
委
員
を
選
任
す
る

に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
幅
広
い

意
見
を
反
映
さ
せ
、
開
か
れ
た
市
政
を
推
進

す
る
た
め
、
委
員
の
一
部
を
公
募
し
ま
す
。

募
集
人
員　
２
人
（
委
員
12
人
の
う
ち
公
募

　

２
人
）

応
募
資
格

○
満
20
歳
以
上
で
、
市
内
在
住
の
方

○
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
方

　
（
年
３
回
程
度
開
催
）

任　
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
以
内

募
集
期
限　
10
月
20
日
（
月
）

※
郵
送
の
場
合
は
必
着
と
し
ま
す
。

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

　

の
上
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ

　

ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
本
庁
市
民
相
談
室
、
企
画

　

課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
で
配
布
し

　

て
い
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

選
考
結
果　

選
考
は
応
募
内
容
を
も
と
に
、

　

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す
。
選
考
結
果
に

　

つ
い
て
は
、
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
企
画
課
行
政

　

改
革
係
（
☎
�
４
０
３
７　

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
４

　

０
３
０
）

　

電
子
メ
ー
ル

　

kikaku_c@
city.izum

i.kagoshim
a.jp

行
政
改
革
推
進
委
員
会
委
員
を
募
集

　

９
月
号
で
は
、
本
市
の
公
共
施
設
の
面
積

が
全
体
で
33
万
１
５
４
５
平
方
㍍
で
あ
る
こ

と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
本
年
５
月
１
日
現
在
の
人
口
で
あ

る
５
万
５
４
２
８
人
で
割
る
と
、
人
口
１
人

当
た
り
の
面
積
は
５
・
９
８
平
方
㍍
と
な
り

ま
す
。

　

全
国
平
均
値
は
３
・
２
２
平
方
㍍
で
す
の

で
、
全
国
平
均
と
比
べ
て
約
２
倍
近
く
の
面

積
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
人
口
規
模
の
類
似
す
る
地
方
公
共
団
体

（
人
口
５
万
人
～
10
万
人
）
の
平
均
と
比
較

し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
施
設
保
有
数
量
が

多
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

「
公
共
施
設
白
書
」
か
ら

人
口
当
た
り
の
施
設
面
積
は
？

※全国平均の面積及び人口規模の類似する地方公共団体の平均の面積は、
　「公共施設及びインフラ資産の将来の更新費用の比較分析に関する調
　査結果　総務省自治財政局財務調査課 2012 年３月公表」から引用
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出
水
商
業
高
等
学
校
で
は
、
地

域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
文
化
祭

の
中
で
「
第
18
回
出
水
商
業
デ
パ

ー
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

地
域
企
業
の
協
力
を
得
て
、
地

元
特
産
品
（
み
か
ん
・
野
菜
・
お

茶
・
味
噌
）、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、

本
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

商
品
、県
内
高
校
生
産
加
工
品
等
、

多
く
の
商
品
を
販
売
し
ま
す
。

　

生
徒
が
真
心
サ
ー
ビ
ス
で
お
迎

え
い
た
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 催

　
　
　
し

催
　
　
　
し

日　
時　
10
月
26
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
所

　

出
水
商
業
高
等
学
校
体
育
館

※
駐
車
場
は
、
出
水
商
業
高
校
グ

　

ラ
ウ
ン
ド
、
米
ノ
津
公
会
堂
、

　

米
ノ
津
中
学
校
ロ
ー
タ
リ
ー
付

　

近
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
出
水
商
業
高
等

　

学
校
（
☎
�
１
０
６
９
）

ツ
ル
講
座

　

～
つ
ば
さ
の
し
く
み
を学

ぼ
う
～

　

ツ
ル
（
鳥
）
の
つ
ば
さ
の
し
く

み
を
学
び
、
実
際
に
飛
ぶ
お
も
ち

ゃ
を
つ
く
っ
て
み
よ
う

日　
時　
10
月
25
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
同
11
時

場　
所　
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク

定　
員　
20
人

対　
象　
小
学
生
以
上

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
に

　

限
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
費　
無　

料

申
し
込
み
方
法　
ク
レ
イ
ン
パ
ー

　

ク
い
ず
み
ま
で
電
話
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ツ
ル
博
物
館
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク

　

い
ず
み
（
☎
�
８
９
１
５
）

博
物
館
講
座
５
♪

お
得
な
商
品
が
！

出
水
商
業
デ
パ
ー
ト
♪

日　時
１１月１１日（火）

　 会　場
市文化会館

入場料

３歳以上　１，０００円（税込）
※３歳未満は無料（原則として膝抱きとする）

★前売券は市中央公民館および

　各販売所にて販売します。

【主催】出水市文化会館指定管理者　株式会社トシヒロ

【後援】南日本新聞社、ＭＢＣ南日本放送

【問い合わせ先】市中央公民館（☎63-2106）

２０１４年度出水市自主文化事業　ぬいぐるみ人形劇　『桃太郎』

１０月１２日（日）午前１０時

午前１０時・午後１時　開演

★全席自由席★

前売券発売開始

日本昔ばなしの傑作中の傑作が、マスクプレイミュージカルに！！！

〔前売券販売所〕

■出 水 地 区：出水市中央公民館・

金海堂・諏訪書店・

リリーズ

■高尾野地区：セブンプラザエジソン館

（マエダ電器）

■野 田 地 区：（有）南日本新聞

野田販売所

■米ノ津地区：安易屋衣料品店

１日２回

公 演

内　
容

○
出
水
麓
ま
つ
り
を
特
等
席
で
観

　

覧
○
公
開
武
家
屋
敷
で
の
お
茶

○
武
家
屋
敷
群
の
散
策

○
和
風
フ
レ
ン
チ
に
よ
る
会
食

日　
時　
11
月
３
日
（
月
・
祝
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
30

　

分
集
合
場
所

　

市
公
開
武
家
屋
敷
「
税
所
邸
」

麓
ま
つ
り
を
着
物
で

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

参
加
料　
１
人
３
千
円
（
昼
食
代

　

等
含
む
）

対　
象　
和
服
で
参
加
で
き
る
18

　

歳
以
上
の
方

※
希
望
者
に
は
着
付
け
を
行
い
ま

　

す
（
要
予
約
）。

定　
員　
先
着
30
人

申
込
期
限　
10
月
20
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
先

　

サ
ー
ク
ル
あ
い
（
森
山
０
８
０

　

−

３
９
６
４

−

１
８
０
５
）

電
子
メ
ー
ル

　

info@
nainoken.com

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

http://izum
i-w

eb.net/

鶴恋祭～ふれあいフリーマーケット～
　第８回鶴恋祭～ふれあいフリーマーケット～が開催されます。
日　時　11月２日（日）　午前９時～午後４時
場　所　市総合運動公園芝生広場周辺
内　容　①フリーマーケット
　　　　②子供向けイベント（乗馬体験・乳牛搾乳体験・仔牛心音体験）
　　　　③その他飲食ブース、企業ブース等
※雨天の場合、中止となります。
問い合わせ先　出水商工会議所青年部事務局（☎ 62－ 1337）

友情で結ばれた４人の絆。
命あるものすべてを、大切にしようとする姿。
情緒たっぷりに、お届けします。
ふれてみたい、日本昔話の世界
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予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
よ
り
水
痘
予
防
接
種
が
本
年

10
月
１
日
か
ら
定
期
接
種
と
な
り

ま
す
。
１
歳
、
２
歳
児
に
加
え
て

本
年
度
に
限
り
３
、４
歳
児
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
順
次
予
診
票
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
手

元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
医
療
機
関

に
予
約
の
上
、
接
種
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
す
で
に
接
種
を
受
け
た
方
ま
た

　

は
水
痘
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ

　

る
方
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

　

予
診
票
が
届
い
た
方
で
、
す
で

　

に
接
種
さ
れ
た
方
、
水
痘
に
か

　

か
っ
た
こ
と
の
あ
る
方
は
、
ご

　

面
倒
で
す
が
そ
の
旨
お
知
ら
せ

　

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
健
康
増
進
課
保
健
予
防
係

　
（
☎
�
４
０
４
３
）

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
健
康

　

福
祉
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
５
４
２
２
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

　

祉
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
４
８
１
４
）

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
が

定
期
接
種
と
な
り
ま
す
！

　

高
齢
者
を
対
象
に
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま

す
。
対
象
者
に
は
10
月
初
旬
に
予

診
票
を
配
布
し
ま
す
。
対
象
者
で

予
診
票
が
届
い
て
い
な
い
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
を
受
け
る
法
律
上
の
義
務

は
な
く
、
原
則
と
し
て
本
人
の
意

思
と
責
任
で
希
望
す
る
場
合
に
の

み
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

接
種
希
望
の
方
は
、
市
が
発
行

し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

予
診
票
を
お
持
ち
の
上
、
医
療
機

関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

○
65
歳
以
上
の
高
齢
者
（
接
種
日

　

に
満
65
歳
以
上
の
方
）

○
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
者
で
、

　

心
臓
、
腎
臓
、
も
し
く
は
呼
吸

　

器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

　

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機

　

能
に
障
害
を
有
す
る
方

※
水
俣
・
芦
北
の
協
力
医
療
機
関

　

で
接
種
さ
れ
る
方
は
、
今
回
か

　

ら
自
己
負
担
が
、
千
円
か
ら
２

　

千
円
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

　

く
だ
さ
い
。
県
内
の
協
力
医
療

　

機
関
に
つ
い
て
は
前
回
同
様
の

　

自
己
負
担
千
円
で
す
。

　

予
診
票
が
届
い
た
方
で
、
接
種

　

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
ご

　

面
倒
で
す
が
そ
の
旨
お
知
ら
せ

　

く
だ
さ
い
。

※
75
歳
以
上
で
あ
っ
て
対
象
と
な

　

ら
な
い
年
齢
の
方
が
接
種
を
希

　

望
さ
れ
る
場
合
は
、
高
齢
者
肺

　

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
（

　

２
０
１
５
年
３
月
末
ま
で
）
に

　

お
い
て
接
種
す
る
こ
と
も
可
能

　

で
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
健
康
増
進
課
保
健
予
防
係

　
（
☎
�
４
０
４
３
）

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
健
康

　

福
祉
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
５
４
２
２
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

　

祉
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
４
８
１
４
）

　

出
水
管
工
事
協
同
組
合
主
催
に

よ
る
集
団
献
血
が
実
施
さ
れ
ま
す

の
で
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

○
献
血
受
付
時
に
本
人
確
認
を
す

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
運

　

転
免
許
証
等
の
身
分
証
明
書
を

　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
献
血
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は

　

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日　
時　
10
月
29
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

高
齢
者
を
対
象
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

場　
所

　

サ
ン
キ
ュ
ー
出
水
店

種　
類

　

４
０
０
ミ
リ
㍑

問
い
合
わ
せ
先

　

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
９

−

２
５
７

−

３
１

　

４
１
）

　

本
庁
健
康
増
進
課
保
健
予
防
係

　
（
☎
�
４
０
４
３
）

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
健
康
増
進
課
保
健
予
防
係

　
（
☎
�
４
０
４
３
）

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
健
康

　

福
祉
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
５
４
２
２
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

　

祉
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
４
８
１
４
）

　

高
齢
者
を
対
象
に
本
年
10
月
１

日
か
ら
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
10
月
初
旬
に
予

診
票
を
配
布
し
ま
す
。
こ
の
予
防

接
種
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ

く
原
則
と
し
て
本
人
の
意
思
と
責

任
で
希
望
す
る
場
合
に
の
み
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

接
種
希
望
の
方
は
、
市
が
発
行

し
た
成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

予
診
票
を
お
持
ち
の
上
、
医
療
機

関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

○
本
年
度
内
に
65
歳
・
70
歳
・
75

　

歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95

　

歳
・
１
０
０
歳
と
な
る
方
お
よ

　

び
１
０
１
歳
以
上
と
な
る
方

○
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
者
で
、

　

心
臓
、
腎
臓
、
も
し
く
は
呼
吸

　

器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

　

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機

　

能
に
障
害
を
有
す
る
方

※
す
で
に
接
種
を
受
け
た
こ
と
が

　

あ
る
方
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
定
期
接
種
開
始

集
団
献
血
が

実
施
さ
れ
ま
す
！

鹿
児
島
矯
正
展

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
一
環
と
し
て
「
地
域
と
と
も

に
」
を
テ
ー
マ
に
、
鹿
児
島
矯

正
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日　
時

○
10
月
25
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
10
月
26
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

場　
所　
鹿
児
島
刑
務
所

内　
容

○
パ
ネ
ル
・
受
刑
者
の
文
芸
作

　

品
等
の
展
示
に
よ
る
所
内
生

　

活
等
の
紹
介

○
刑
務
作
業
製
品
の
展
示
即
売

○
更
生
保
護
女
性
連
盟
・
地
域

　

協
力
店
等
に
よ
る
バ
ザ
ー
等

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
刑
務
所
（
☎
０
９
９

　

５

－

７
５

－

２
０
２
５
）
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椎
しいのき

木　孝
こういち

一さん（66）
出水市の好きなところは？
　風光明媚で、人情味のある
暮らしやすい町。
出水市に望むことは？
　市民の目に見えるような、
よりわかりやすく公平公正な
行政に！
ひと言
　若い人達が、希望と夢を持
てる町になるように期待して
います。

茂
も は ら

原　好
よ し み

美さん（71）
出水市の好きなところは？
　人情（思いやりの心）が厚
いところ。いつも助けてもら
ってます。
出水市に望むことは？
　ピンピンコロリ（健康長寿）
日本一のまちづくりを！
ひと言
　健康長寿プロジェクトの取
り組み・発展に期待していま
す。

元気ですね先輩！

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
生
活

で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。

※
65
歳
以
上
の
方
は
、
高
齢
者
元

　

気
度
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
事
業
対

　

象
と
な
り
ま
す
。

日　
時　
10
月
26
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～
同
３
時
30
分

　
（
受
付
午
後
１
時
30
分
か
ら
）

場　
所　
市
中
央
公
民
館

　

学
習
室
１
・
２

内　
容

○
認
知
症
と
は

○
認
知
症
の
診
断
・
治
療

○
認
知
症
の
予
防　

ほ
か

定　
員　
50
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ

　

て
頂
き
ま
す
。

申
込
期
限　
10
月
10
日
（
金
）

※
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は･･･

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認

　

知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見

　

守
る
応
援
者
に
な
っ
て
も
ら
い
、

　

自
分
の
で
き
る
範
囲
で
活
動
し

　

て
い
た
だ
く
方
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
高
齢
者

　

支
援
係
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
�
２
４
７
７
）

　

特
定
健
康
診
査
の
補
回
を
実
施

し
ま
す
。
が
ん
検
診
と
同
時
に
受

診
で
き
ま
す
の
で
、
ま
だ
受
診
さ

れ
て
い
な
い
方
は
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
特
定
健
康
診
査

対
象
者　
本
市
の
国
民
健
康
保
険

　

に
加
入
さ
れ
て
い
る
40
歳
～
74

　

歳
の
方
で
、
本
年
度
の
特
定
健

　

康
診
査
を
受
け
て
い
な
い
方

○
が
ん
検
診・腹
部
超
音
波
検
診・

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

対
象
者　
40
歳
以
上
、
た
だ
し
前

　

立
腺
が
ん
検
診
は
50
歳
以
上
男

　

性
（
各
医
療
保
険
に
関
係
な
く

　

受
診
で
き
ま
す
。）

受
付
時
間

　

午
前
７
時
30
分
～
同
10
時

※
大
腸
が
ん
検
診
を
ご
希
望
の
方

　

は
、
委
託
機
関
に
よ
り
検
査
キ

　

ッ
ト
が
異
な
り
ま
す
。
委
託
機

　

関
が
厚
生
連
の
方
は
緑
色
、
県

　

民
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
の
方
は

　

青
色
の
キ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
の

　

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
受
講
生
募
集
！

特
定
健
康
診
査（
補
回
）・

各
種
が
ん
等
集
団
検
診

問
い
合
わ
せ
先

◇
特
定
健
康
診
査
に
関
す
る
事

　

本
庁
健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　
（
☎
�
４
０
４
１
）

◇
が
ん
検
診
・
腹
部
超
音
波
検
診
・

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
関
す
る

　

事

　

本
庁
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
（
☎
�
２
１
４
３
）

検診日 検診会場 対象者 検診委託機関

10 月 10日（金）高尾野農業者
健康管理センター

７月 25 日～８月７日
の健診未受診者

県厚生連

10 月 14日（火）出水保健センター

８月 18 ～９月 19 日
の健診未受診者

県民総合
保健センター

10 月 15日（水）市中央公民館

10 月 16日（木）市中央公民館

本町通り土曜祭りの開催！
ボランティアスタッフ募集！

　昨年度に引き続き、本町通り商店街で土曜祭りを
実施します。実行委員会では、運営を一緒に行って
いただけるボランティアスタッフを募集しています。
　商店街に興味のある方、土曜祭りを一緒に盛り上
げたいという方は、ぜひお申し込みください。
土曜祭り

　日　時　11 月８日（土）　午前 10 時～午後４時
　場　所　本町通り商店街
　内　容　ステージイベント、キッズスペース、マ
　　　　　ルシェ（軽トラ市）、飲食ブース等
　その他　Show －１グルメ GP 地方大会も同時開催！
※当日は、歩行者天国となります。雨天中止。
ボランティアスタッフ募集

　申込期限　10 月 31 日（金）
　申込・問い合わせ先　本町通り土曜祭り実行委員会
　　　　　　　（出水商工会議所内）（☎ 62 － 1337）
　　　　　　　（土・日、祝日を除く）
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出
水
麓
街
な
み
保
存
会
で
は
、

市
の
文
化
遺
産
を
守
り
、
活
性
化

を
図
る
た
め
、
毎
年
「
出
水
麓
ま

つ
り
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。　

　

今
年
も
、
11
月
３
日
（
月
・
祝

日
）
に
出
水
小
学
校
前
広
場
を
主

な
会
場
と
し
て
出
水
麓
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ま
つ
り
の
会
場
設
営
や
受

け
付
け
な
ど
を
お
手
伝
い
し
て
い

た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

と
武
者
行
列
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

日
時
・
活
動
内
容

○
11
月
２
日（
日
）～
同
３
日（
月
）

　

会
場
設
営
、
会
場
撤
去
等

※
応
募
者
に
は
別
途
詳
細
を
ご
連

　

絡
し
ま
す
。

※
天
候
等
に
よ
り
日
時
が
変
動
す

　

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

場　
所　
出
水
市
麓
町
内

応
募
資
格　
高
校
生
以
上
の
方

選
考
日　
12
月
４
日
（
木
）

実
施
場
所

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

　

校
（
薩
摩
川
内
市
入
来
町
浦
之

　

名
１
４
３
２
番
地
）

選
考
方
法

　

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
）
お

　

よ
び
面
接

合
格
発
表　
12
月
19
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

　

校
（
☎
０
９
９
６

−

４
４

−

２

　

２
０
６
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

　
（
☎
�
０
６
８
５
）

定　
員
（
一
般
入
試
）

○
農
学
部
（
野
菜
科
35
人
、
花
き

　

科
10
人
、
茶
業
科
15
人
、
果
樹

　

科
10
人
）

○
畜
産
学
部
（
肉
用
牛
科
25
人
、

　

酪
農
科
10
人
、
養
豚
科
10
人
）

受
験
資
格

●
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
も
し

　

く
は
２
０
１
５
年
３
月
に
卒
業

　

見
込
み
の
者
、
ま
た
は
こ
れ
と

　

同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と

　

知
事
が
認
め
た
者
。

●
卒
業
後
、
農
業
に
従
事
す
る
見

　

込
み
が
あ
り
、
心
身
と
も
に
健

　

康
な
者
。

出
願
手
続
受
付
期
間

　

10
月
27
日
（
月
）
～
11
月
10
日

　
（
月
）（
当
日
消
印
有
効
）

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

武
者
行
列
参
加
者

日　
時　
11
月
３
日
（
月
・
祝
日
）

　

午
前
８
時
～
午
後
０
時
30
分

場　
所　
出
水
小
学
校
前
広
場
等

内　
容　
武
者
姿
に
扮ふ
ん

し
て
、
児ち
ご

　

請も
う
しの
儀
式
で
出
陣
式
、
武
者
行

　

列
な
ど
に
参
加
し
ま
す
。

応
募
資
格　
小
学
４
年
生
以
上
の

　

方
そ
の
他　
黒
ま
た
は
濃
紺
の
上
下

　

ジ
ャ
ー
ジ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

応
募
締
め
切
り
日

　

10
月
15
日
（
水
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
、

　

１
日
の
み
の
参
加
で
も
結
構
で

　

す
。

※
報
酬
、
交
通
費
等
の
支
払
い
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご

　

了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
麓
街
な
み
保
存
会

　
（
☎
０
９
０

−

７
１
６
７

−

９

　

６
１
５
）

麓
ま
つ
り
に

　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

応
募
資
格

○
修
了
後
就
業
の
意
思
の
あ
る
方

○
障
害
の
症
状
が
固
定
し
て
い
る

　

方
○
訓
練
お
よ
び
集
団
生
活
に
支
障

　

の
な
い
方

○
就
職
に
必
要
な
技
能
取
得
が
見

　

込
ま
れ
る
方

○
就
業
目
的
が
見
込
ま
れ
る
方
（

　

介
助
支
援
が
あ
る
場
合
は
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。）

提
出
書
類

●
指
定
の
「
入
校
願
書
」（
写
真

　

貼
付
）「
障
害
診
断
書
」
障
害

　

を
証
明
す
る
手
帳
等
の
写
し

※
手
帳
の
な
い
方
は
ご
相
談
く
だ

　

さ
い
。
ま
た
、
精
神
障
害
者
の

　

方
は
、
障
害
を
証
明
す
る
手
帳

　

等
の
写
し
と
「
主
治
医
の
意
見

　

書
」
の
写
し
が
必
要
で
す
。

●
受
験
票
お
よ
び
合
否
結
果
通
知

　

書
郵
送
先
の
住
所
・
氏
名
を
記

　

入
し
た
封
筒
２
部

●
写
真
２
枚
（
上
半
身
・
縦
４
セ

　

ン
チ
㍍
×
横
３
セ
ン
チ
㍍
裏
側

　

に
氏
名
記
入
）

提
出
先

　

居
住
地
を
所
管
す
る
ハ
ロ
ー
ワ

　

ー
ク
（
書
類
は
最
寄
り
の
ハ
ロ

　

ー
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま
す
。）

願
書
受
付
期
間

　

10
月
上
旬
～
11
月
中
旬

来
年
度
の
入
校
生
を
募
集

県
立
農
業
大
学
校
学
生
募
集

入
学
試
験
日　
11
月
26
日
（
水
）

出
願
・
問
い
合
わ
せ
先　
鹿
児
島

　

県
立
農
業
大
学
校
教
務
指
導
課

　
（
☎
０
９
９

−

２
４
５

−

１
０

　

７
１
）

　

公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年

研
修
協
会
で
は
、
冬
休
み
期
間
中

の
海
外
派
遣
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。（
事
業
に
よ
り
体
験
内

容
・
対
象
学
年
等
が
異
な
り
ま
す
）

日　
程　
12
月
25
日
（
木
）
～
１

　

月
４
日
（
日
）
の
内
７
～
10
日

　

間
派
遣
先　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
サ

　

イ
パ
ン
・
ア
メ
リ
カ
・
フ
ィ
リ

　

ピ
ン

対　
象

　

小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生

定　
員　
各
グ
ル
ー
プ
20
人

内　
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ク
リ

　

ス
マ
ス
体
験
・
英
語
研
修
・
文

　

化
交
流
・
地
域
見
学
・
野
外
活

　

動
等

参
加
費

　

26
万
８
千
円
～
41
万
８
千
円

申
込
期
限　
11
月
４
日
（
火
）

※
申
し
込
み
先
着
順

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年

　

研
修
協
会
（
☎
０
３

－

６
４
１

　

７

−

９
７
２
１
）U

RL  http

　

://w
w

w
.kskk.or.jp

冬
休
み
海
外
派
遣

参
加
者
募
集
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特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。
当
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
お

よ
び
法
務
局
川
内
支
局
職
員
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
悩
み
事

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日　
時　
10
月
28
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
所　
市
中
央
公
民
館

　

本
市
に
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

し
た
次
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま

す
。

《
出
水
地
区
》

◎
肱
岡
彰
子
さ
ん

◎
荒
木
妙
子
さ
ん

◎
黒
田
恵
子
さ
ん

◎
井
手
上
正
弘
さ
ん

《
高
尾
野
地
区
》

◎
東
畠
政
子
さ
ん

◎
井
手
上
文
雄
さ
ん

《
野
田
地
区
》

◎
平
中
す
み
子
さ
ん

◎
橋
口
靖
一
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

　
（
☎
�
４
０
３
８
）

問
い
合
わ
せ
先　
自
衛
隊
鹿
児
島

地
方
協
力
本
部
薩
摩
川
内
出
張
所

（
☎
０
９
９
６

−

２
２

−

２
４
０
１
）

募集種目 募集人員 資　格 受付期間 試験期日 合格発表

高
等
工
科
学
校

推
薦

約 60 人

男子で中卒（見込含む）17 歳
未満の、成績優秀かつ生徒
会活動等に顕著な実績を納
め、学校長が推薦できる者

11 月１日

～ 12月５日

2015 年 １ 月 10
～同 12 日の指
定する１日

2015 年１月
23 日

一
般

約 260 人
男子で中卒（見込含む）17 歳
未満の者

11 月１日～

2015 年１月

９日

１ 次 2015 年 １
月 24 日

１次 2015 年
　１月 30 日

２ 次 2015 年 ２
月５日～同８日
の指定する１日

最終 2015 年
　２月 20 日

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
生
徒
募
集

　

開
発
途
上
国
の
人
々
と
共
に
生

活
し
、
技
術
・
経
験
を
活
か
し
て
、

彼
ら
の
自
助
努
力
を
促
進
さ
せ
る

形
で
協
力
活
動
を
展
開
し
て
い
く

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。
県
内
で
も
体
験
談
・
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　

10
月
１
日
（
水
）
～
11
月
４
日

　
（
火
）（
消
印
有
効
）

体
験
談
・
説
明
会

○
会　

場　

鹿
児
島
市
勤
労
者
交

　

流
セ
ン
タ
ー

○
日　

時

　

10
月
２
日
（
木
）
午
後
６
時
30

　

分

　

10
月
17
日
（
金
）

　

午
後
６
時
30
分（
シ
ニ
ア
の
み
）

　

10
月
18
日
（
土
）

　

午
後
６
時
（
青
年
の
み
）

※
派
遣
国
や
募
集
分
野
等
詳
し
く

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス

　

ク
鹿
児
島
（（
公
財
）
鹿
児
島

　

県
国
際
交
流
協
会
）

　
（
☎
０
９
９

－

２
２
１

－

６
６

　

２
４
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力

隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集

長
は せ

谷　里
さ と し

志さん（37）
出水市の好きなところは？
　温故知新が感じられる街。

出水市に望むことは？
　もっと若者が活躍できる
街に！！

吉
よ し い

井　由
ゆ い な

依奈さん（20）
出水市の好きなところは？
　小さい頃から幅広い世代
の方と触れ合う事が多く、温
かく見守ってもらえる環境。
出水市に望むことは？
　若い人が新しい事にチャ
レンジするためのサポート
をしてもらいたい。
ひと言
　若い方から年配の方まで
楽しく過ごせる出水に！

集まれ応援団！

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

全
国
一
斉
に
「
法
務
局
休
日
相

談
所
」
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

日　
時　
10
月
５
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
最
終
受
付
午
後
３
時
30
分
ま
で

場　
所　
鹿
児
島
地
方
法
務
局
川

　

内
支
局
（
川
内
地
方
合
同
庁
舎

　

一
階
大
会
議
室
）

※
当
日
は
鹿
児
島
地
方
法
務
局
川

　

内
支
局
職
員
等
が
相
談
に
応
じ

　

ま
す
の
で
、
悩
み
事
な
ど
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容

○
土
地
・
建
物
の
売
買
、
遺
産
分

　

割
等
の
相
続
問
題
、
そ
の
他
不

法
務
局
休
日
相
談
所

　

動
産
登
記
関
係
全
般
に
関
す
る

　

こ
と
。

○
出
生
・
婚
姻
・
養
子
縁
組
、
成

　

年
後
見
、
帰
化
・
国
籍
取
得
等
、

　

戸
籍
・
国
籍
に
関
す
る
こ
と

○
土
地
建
物
の
地
代
家
賃
の
弁
済

　

の
た
め
に
す
る
供
託
等
、
供
託

　

全
般
に
関
す
る
こ
と

○
い
じ
め
、
差
別
、
家
庭
内
暴
力
、

　

家
族
間
の
問
題
等
の
人
権
に
関

　

す
る
こ
と

○
遺
言
、
会
社
定
款
等
に
関
す
る

　

こ
と

※
予
約
不
要
、相
談
料
無
料
で
す
。

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
鹿
児
島
地
方
法

　

務
局
川
内
支
局
（
☎
０
９
９
６

　

－

２
２

－

２
３
０
０
）
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広
報
い
ず
み
８
月
号
で
「
認
知

症
と
は
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
「
認
知
症
の

方
へ
の
接
し
方
」
に
つ
い
て
学
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。

～
認
知
症
の
こ
ん
な
症
状
が
あ
る

　
と
き
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
～

　

認
知
症
の
症
状
の
一
つ
と
し
て

「
物
忘
れ
」
が
あ
り
ま
す
。「
物
忘

れ
」
の
症
状
が
あ
る
と
、
何
度
説

明
し
て
も
す
ぐ
忘
れ
て
し
ま
い
、

同
じ
質
問
や
行
動
を
繰
り
返
す
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
ご

家
族
や
介
護
者
は
、
イ
ラ
イ
ラ
す

る
自
分
の
感
情
を
言
葉
に
出
し
て

し
ま
い
、
つ
い
厳
し
い
口
調
で
、

子
供
に
対
す
る
よ
う
に
叱
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

例
え
ば
・
・
・

「
ま
だ
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
な
い
」

と
い
わ
れ
た
ら
？

　
「
さ
っ
き
食
べ
た
で
し
ょ
」
と

叱
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、「
先

に
こ
れ
で
も
食
べ
て
く
だ
さ
い
」

と
言
っ
て
お
菓
子
や
果
物
を
出
し

て
落
ち
着
か
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
本
人
が
関
心
を
持
っ
て

で
き
る
こ
と
や
、
楽
し
み
事
を
つ

　

10
月
20
日
～
同
26
日
は
、
秋
の

行
政
相
談
週
間
で
す
。
こ
の
週
間

に
合
わ
せ
、
次
の
と
お
り
巡
回
行

政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

行
政
と
の
間
に
立
っ
て
公
正
・

中
立
の
立
場
か
ら
解
決
を
図
る
た

め
、
総
務
省
の
委
嘱
を
受
け
た
行

政
相
談
委
員
が
相
談
を
受
け
ま
す

の
で
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意

見
、
相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
総
務
課
行
政
法
務
室

　
（
☎
�
４
０
３
４
）

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
、
鹿
児

島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
お
よ
び

南
九
州
税
理
士
会
鹿
児
島
県
連
合

会
で
は
、
10
月
１
日
「
法
の
日
」

に
ち
な
ん
だ
事
業
と
し
て
次
の
と

お
り
無
料
法
律
・
登
記
・
税
務
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

日　
時　
10
月
４
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

会　
場

　

阿
久
根
市
役
所
三
笠
支
所
２
階

相
談
料　
無　

料

受
け
付
け
る
相
談
内
容

　

境
界
問
題
・
相
続
問
題
・
離
婚

　

問
題
・
貸
金
回
収
・
借
金
整
理
・

　

税
務
相
談

そ
の
他　
法
律
・
登
記
・
税
金
に

　

関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会

　
（
☎
０
９
９

－

２
５
６

−

０
３

　

３
５
）

法
律
・
登
記
・
税
務
相

談
所
を
開
設

オータムジャンボ宝くじ
～まちづくりなどに役立っています～

　本年も「オータムジャンボ宝くじ」が、全国
の宝くじ売り場で発売されます（１枚３００円）。
　この宝くじの収益金は、市町村の明るいまち
づくりや環境対策、高齢化対策など地域住民の
福祉向上のために使われます。

発売期間　９月 19 日（金）～ 10 月 10 日（金）
抽せん日　10 月 17 日（金）
当せん金
　　１　等　　　　３億 3,000 万円× 13 本
　　１等前後賞　　3,000 万円× 26 本
　　１等組違い賞　20 万円× 1,287 本
　　２　等　　　　1,000 万円× 130 本
　　３　等　　　　100 万円× 1,300 本
　　４　等　　　　５万円×２万６千本
　　５　等　　　　１万円× 52 万本
　　６　等　　　　300 円× 1,300 万本
※発売総額 390 億円（13 ユニットの場合）

新鮮！安い！うまい！
名護新鮮おさかな市

　日　時　10 月 11 日（土）
　　　　　午前 11 時
　場　所　名護漁港

秋
の
巡
回
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
！

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　　　期　日　10 月 22 日（水）

場　所 時　間 相談員

中央公民館
午前 10 時
～午後 3時

滝本俊治さん
（☎ 63-0080）

濵島洋子さん
（☎ 67-0235）

高尾野

老人福祉センター

午前 10 時
～午後 3時

小塚数敏さん
（☎ 82-1926）

野田支所市民相談室
午前９時
　　～正午

樋口恵子さん
（☎ 84-2446）

く
り
気
分
を
紛
ら
す
の
も
い
い
で

し
ょ
う
。

「
お
金
を
盗
ま
れ
た
」
と
い
わ
れ

た
ら
？

　

本
人
を
責
め
る
の
は
禁
物
。「
そ

れ
は
大
変
」
と
共
感
し
て
一
緒
に

探
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
本
人
が

見
つ
け
出
せ
る
よ
う
に
誘
導
し
た

り
、
見
つ
か
っ
た
ら
一
緒
に
喜
ん

だ
り
す
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

　

訴
え
や
行
動
を
起
こ
す
の
は
、

不
満
や
不
安
が
あ
る
か
ら
で
す
。

頭
ご
な
し
に
否
定
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
頭
ご
な
し
に
否
定

す
れ
ば
お
互
い
の
信
頼
関
係
が
崩

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
お
か
し
い
な
？
」
と
思
っ
た

ら
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
か
、

い
き
い
き
長
寿
課
内
に
あ
る
地
域

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
高
齢
者

　

支
援
係
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
―
）（
☎
�
２
４
７
７
）
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サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
と
き
に

は
、夫
婦
で
じ
っ
く
り
話
し
合
い
、

子
ど
も
と
会
話
を
交
わ
す
糸
口
を

見
つ
け
る
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
の
問
題
行
動
に
は
目
を

そ
ら
さ
ず
、
必
要
な
と
き
に
は
勇

気
を
出
し
て
学
校
や
近
く
の
相
談

機
関
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

（
文
部
科
学
省
発
行
：
家
庭
教
育

手
帳
よ
り
一
部
抜
粋
）

相
談
機
関

　

市
家
庭
児
童
相
談
室

　
（
☎
�
２
６
８
８
）

　

自
立
支
援
教
室
ほ
っ
と
ハ
ウ
ス

　
（
☎
�
２
６
８
３
）

　

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
�
１
４
５
０
）

問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

　

江
戸
時
代
、
徳
川
幕
府
は
全
国

の
大
名
を
統
制
す
る
手
段
の
一
つ

と
し
て
参
勤
交
代
を
実
施
し
ま
し

た
。
鹿
児
島
藩
主
島
津
氏
も
、
ほ

ぼ
１
年
ご
と
に
参
勤
と
下
国
を
行

い
ま
し
た
が
、
そ
の
行
列
が
出
水

に
宿
泊
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　

今
回
、
鹿
児
島
か
ら
江
戸
ま
で

の
参
勤
交
代
に
つ
い
て
、
そ
の

ル
ー
ト
や
か
か
っ
た
日
数
、
経
費

な
ど
に
つ
い
て
、
出
水
に
宿
泊
し

た
こ
と
等
を
含
め
て
解
説
し
ま
す
。

日　
時

　

10
月
25
日
（
土
）
午
後
２
時

会　
場　
市
中
央
図
書
館
研
修
室

演　
題

　
「
出
水
を
通
っ
た
参
勤
交
代
」

講　
師　
肱
岡　

隆
夫
（
出
水
歴

　

史
民
俗
資
料
館
）

定　
員　
50
人

受
講
料　
無　

料

申
込
期
限　
10
月
21
日
（
火
）

申
し
込
み
方
法　
直
接
ま
た
は
電

　

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
歴
史
民
俗
資
料
館
（
☎
�

　

０
２
５
６
）

　

中
央
図
書
館
（
☎
�
２
１
０
５
）

　

市
で
は
、
生
活
環
境
の
向
上
を

図
る
た
め
に
、
地
域
住
民
が
共
同

で
行
う
道
路
や
水
路
の
整
備
に
対

し
て
里
道
等
整
備
事
業
原
材
料
支

給
制
度
に
よ
る
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

対
象
と
な
る
道
路

○
交
通
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
里

　

道
ま
た
は
私
道
で
あ
る
こ
と
。

　

た
だ
し
、
袋
小
路
の
私
道
は
対

　

象
外
。

○
関
係
者
の
総
意
を
も
っ
て
整
備

　

の
要
望
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

○
宅
地
開
発
に
お
い
て
整
備
さ
れ

　

た
私
道
に
つ
い
て
は
、
整
備
後

歴
史
講
座
（
参
勤
交
代
）

～
見
え
て
い
ま
す
か
、

子
ど
も
の
サ
イ
ン
～

　

２
学
期
が
始
ま
っ
て
ひ

と
月
。
運
動
会
や
体
育
大

会
の
練
習
も
終
了
し
て
、

子
ど
も
た
ち
は
目
標
を
見

失
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。
子
ど
も
の
生
活
は
乱

れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
「
普
通
の
子
」
の
「
い
き

な
り
型
」
非
行
が
増
え
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
見
「
普
通

の
子
」
で
も
、
必
ず
そ
の

前
に
サ
イ
ン
を
発
し
て
い

る
も
の
で
す
。
そ
れ
を
親

が
見
逃
し
た
り
、
気
に
は

な
っ
て
い
て
も
目
を
背
け

た
り
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。

〈
非
行
の
前
に
あ
る
サ
イ

ン
の
例
〉

○
心
身
の
不
調
を
訴
え
る

○
些さ
さ
い細
な
こ
と
に
過
度
に

　

興
奮
す
る

○
周
囲
の
人
に
攻
撃
的
に
な
る

○
服
装
や
ス
タ
イ
ル
が
突
然
派
手

　

に
な
る

○
金
遣
い
が
荒
く
な
り
、
高
価
な

　

も
の
を
所
持
す
る

○
突
然
、
成
績
が
低
下
し
た
り
、

　

登
校
を
渋
っ
た
り
、
早
退
し
た

　

り
す
る

子
育
て
広
場
㉕

～出水市における家庭の教育力の向上のためのスローガン～

　

20
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

対
象
と
な
る
水
路

　

公
有
財
産
の
水
路
お
よ
び
こ
れ

　

と
一
体
と
な
っ
た
水
路
で
あ
る

　

こ
と
。

助
成
内
容
（
限
度
額
20
万
円
）

　

道
路
お
よ
び
水
路
の
整
備
に
係

　

る
資
材
を
現
物
支
給
し
ま
す
。

　
（
舗
装
用
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
生

　

コ
ン
、
砂
利
、
側
溝
製
品
な
ど
）

※
支
給
基
準
に
よ
り
支
給
で
き
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
道
路
河
川
課
維
持
係

　
（
☎
�
４
０
６
９
）

　

野
田
支
所
支
所
建
設
課

　
（
☎
�
４
８
１
６
）

　

道
路
沿
い
の
生
け
垣
や
植
木
、

防
風
林
等
の
枝
が
道
路
上
に
は
み

出
し
、
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
に
起
因
し
て
車
両
や
歩
行

者
に
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
民

法
ま
た
は
道
路
法
の
規
定
に
よ
り

当
該
樹
木
の
所
有
者
が
責
任
を
問

わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

定
期
的
に
せ
ん
定
や
枝
払
い
な
ど

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
上
の
不
法
な
置
き

看
板
や
駐
輪
お
よ
び
商
品
陳
列
な

ど
は
、
美
観
を
損
ね
、
通
行
の
妨

げ
と
な
り
ま
す
。
道
路
は
、
常
に

広
く
美
し
く
安
全
に
利
用
す
る
よ

う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
市
で
は
約
７
４
６
キ
ロ

㍍
の
市
道
を
管
理
し
て
お
り
ま
す

が
、
隅
々
ま
で
道
路
管
理
が
追
い

つ
か
な
い
実
情
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
自
宅
周
辺
の
道
路
の
草
取
り

や
ご
み
拾
い
な
ど
、
環
境
整
備
に

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
除
草
剤
の
影
響
と
思
わ

れ
る
道
路
法
面
や
路
肩
の
崩
れ
が

見
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

除
草
剤
の
使
用
に
つ
い
て
は
注
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
道
路
に
関
す
る
相
談
な

ど
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁 

道
路
河
川
課
維
持
係

　
（
☎
�
４
０
６
９
）

　

野
田
支
所
支
所
建
設
課

　
（
☎
�
４
８
１
６
）

道
路
へ
の
樹
木
の
は
み

出
し
等
は
除
去
を
！

身
近
な
道
路
や
水
路
を

自
分
た
ち
の
手
で

整
備
し
ま
せ
ん
か
？

長崎鼻灯台（長島町）を特別公開！
　11 月１日（土）、灯台記念日に合わせ、
出水郡長島町所在の長崎鼻灯台が特別
公開されます。

日　時　11 月１日（土）
　　　　午前 11 時～午後４時
場　所　出水郡長島町 長崎鼻灯台
問い合わせ先　串木野海上保安部交通課
　　　　　　 （☎ 0996 － 32 － 2362）
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家庭にある不思議を親子で楽しく学びませんか？
　小惑星探査機「はやぶさ」で注目されたJAXA（宇宙航空研
究開発機構）の協力で、出水市「宇宙の学校」を開催します。
家庭にある不思議を親子で工作や実験を通して楽しく学び、
子供の好奇心や冒険心を育てましょう。
開催日および内容
　１回目　10月25日（土曜日）
　開校式　オリエンテーション（宇宙の学校のねらい、　　
　　　テキストの使い方などの説明）
　　①熱気球を造って打ち上げよう
　　②スチロールの凧を作って飛ばそう
　２回目　2015年２月14日（土曜日）
　　①フイルムケースロケット（アルコール）を飛ばそう
　　②ストローロケットをつくって飛ばそう
講　師　遠藤純夫さん（KU-MA理事）ほか
対　象　市内在住の小学１～４年生の児童とその保護者
定　員　25組（50人）
時　間　午前10時～正午
場　所　市中央公民館
受講料　一家族1,000円（2回分）
ボランティアスタッフ募集
　市内在住の中学生以上で、開催日に
　ボランティアスタッフとして協力して
　いただける方を募集しています。

出水市「宇宙の学校」

申込期限　10月17日（金曜日）午後５時
申し込み方法　電話またはＦＡＸでお申し込みください。
　（ボランティアスタッフも電話、ＦＡＸでご連絡ください。）
※ＦＡＸで申し込まれた場合は折り返し確認します。
　３日以内にＦＡＸが届かない時はご連絡ください。
※募集定員を超えた場合は、抽選を行います。
申込・問い合わせ先
　市中央公民館　（☎63－2106　ＦＡＸ64－1105）

　

市
で
進
め
て
い
る
、
公
の
施
設

見
直
し
実
行
計
画
に
基
づ
き
、
出

水
保
育
園
の
移
譲
先
に
つ
い
て
検

討
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定

し
、
出
水
市
議
会
で
関
連
す
る
議

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

移
譲
さ
れ
る
施
設　
出
水
保
育
園

移
譲
先
法
人

　

社
会
福
祉
法
人　

カ
ラ
ー
ズ

　
（
出
水
市
麓
町
11
番
１
号
）

移
譲
開
始
日

　

２
０
１
５
年
４
月
１
日

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
こ
ど
も
課
こ
ど
も
施
設
係

　
（
☎
�
４
０
５
４
）

出
水
保
育
園
が

民
間
移
譲
さ
れ
ま
す

2014 年度出水市公民館講座のご案内

働く婦人の家一日講座の参加者募集
開 講 場 所 働く婦人の家（保健センター２階）
対 象 者 市内に居住または勤務している女性

申し込み方法 電話でお申し込みください。
申 込 先 働く婦人の家（☎ 63 － 2185）

「姿勢改善エクササイズ体験」講座
歪みを改善し姿勢を整えるエクササイズです。

健康維持に役立ててみませんか？
開 講 日 10 月 31 日（金）
開 講 時 間 午前 10 時～正午
講 師 小牟田　健志　氏
受 講 料 無　料
申 込 期 限 10 月 21 日（火）

　　「手作りざる豆腐」講座
大豆を搾る所から作る手作り豆腐です。

まろやかなコクと豊かな風味を味わいましょう。
開 講 日 11 月 25 日（火）
開 講 時 間 午後１時 30 分～同４時 30 分
講 師 重田　広行　氏（重田豆腐店）
受 講 料 材料代 300 円
申 込 期 限 11 月 11 日（火）

　

10
月
は
土
地
月
間
で
す
。
国

土
利
用
計
画
法
で
は
、
土
地
の

投
機
的
取
引
や
地
価
の
高
騰
を

抑
制
す
る
と
と
も
に
、
適
正
か

つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
確
保

を
図
る
た
め
、
土
地
取
引
に
つ

い
て
届
け
出
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
大
規
模
な
土
地
取
引
で

は
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

取
引
の
規
模

○
都
市
計
画
区
域

　

５
千
平
方
㍍
以
上

○
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

　

１
万
平
方
㍍
以
上

※
個
々
の
面
積
が
小
さ
く
て
も
、

　

権
利
取
得
者
が
権
利
を
取
得

　

す
る
土
地
の
合
計
が
、
要
件

　

の
面
積
以
上
と
な
る
場
合
に

　

は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

取
引
の
形
態

　

売
買
、
交
換
、
代
物
弁
済
、

　

共
有
持
分
の
譲
渡
、
営
業
譲

　

渡
、
譲
渡
担
保
、
地
上
権
・

　

賃
借
権
の
設
定
・
譲
渡
、
予

　

約
完
結
権
・
買
戻
権
等
の
譲

　

渡
※
こ
れ
ら
の
取
引
の
予
約
で
あ

　

る
場
合
も
含
み
ま
す
。

届
け
出
の
手
続
き

○
届
け
出
者　

土
地
の
権
利
取

　

得
者
（
売
買
の
場
合
で
あ
れ
ば

　

買
主
）

○
届
出
期
限　

契
約
（
予
約
を
含

　

む
。）
締
結
日
か
ら
２
週
間
以

　

内
（
契
約
締
結
日
を
含
む
。）

○
届
出
窓
口　

本
庁
企
画
課
（
市

　

を
経
由
し
て
県
知
事
へ
届
け
出

　

ま
す
。）

※
届
け
出
の
用
紙
は
、
本
庁
企
画

　

課
で
受
領
す
る
か
、
県
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
企
画
課 

地
域
振
興
係
（
☎
�
４
０
３
６
）

大
規
模
な
土
地
取
引

に
は
届
け
出
が
必
要

で
す
！

検
索

鹿
児
島
県
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99

母
子
保
健
の
現
状
は
・・・

～
思
春
期
保
健
事
業
へ
の

取
り
組
み
～

　

予
期
し
な
い
妊
娠
を
経
て
、

子
ど
も
へ
の
虐
待
や
育
児
放
棄

（
ネ
グ
レ
ク
ト
）
が
起
こ
る
こ

と
が
あ
り
、
全
国
的
に
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
卵
子
の
老
化
な
ど
に
つ

い
て
の
情
報
不
足
等
か
ら
不
妊
に

悩
む
方
も
増
え
て
き
て
お
り
、
本

市
で
も
同
様
の
状
況
が
あ
り
ま

す
。

　

本
市
で
は
、
10
代
の
妊
娠
割
合

が
、
全
国
や
県
と
比
べ
て
高
い
状

況
に
あ
り
ま
す
（
表
１
）。
10
代

で
の
妊
娠
は
、
予
期
し
な
い
妊
娠

で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
人
工
妊
娠

中
絶
（
表
２
）
や
妊
娠
の
判
明
が

遅
く
な
り
、
妊
婦
健
診
の
未
受
診

や
飛
び
込
み
分
娩
・
流
早
産
等
の

危
険
性
も
高
く
、
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
学
校
と
の
両
立
の
困
難

さ
、
子
育
て
力
の
弱
さ
や
ひ
と
り

で
育
児
不
安
を
抱
え
こ
む
な
ど
育

児
放
棄
の
要
因
と
も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
思
春
期
女
子
の
や
せ
願

望
や
喫
煙
、
性
感
染
症
な
ど
は
、

流
早
産
や
不
妊
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

思
春
期
の
早
い
時
期
か
ら
正
し

い
知
識
と
情
報
を
持
ち
、
健
や
か

な
こ
こ
ろ
と
身
体
を
育
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
、
思
春

期
教
育
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。

　

思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
だ
け
で

は
な
く
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
保

護
者
や
地
域
の
方
々
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

　

上
場
高
原
行
き
コ
ス
モ
ス
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
（
出
水
ふ
れ
あ
い
バ
ス

大
川
内
便
の
臨
時
便
）
を
運
行
し

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

運
行
日

　

10
月
11
日（
土
）～
同
13
日（
月
・

　

祝
日
）
の
３
日
間

運　
賃　
２
０
０
円
（
片
道
）

※
小
学
生
・
障
害
者
は
半
額

問
い
合
わ
せ
先

　

南
国
交
通
㈱
出
水
営
業
所

　
（
☎
�
１
６
２
６
）

　

本
庁
企
画
課
地
域
振
興
係

　
（
☎
�
４
０
３
６
）

バ
ス
に
乗
っ
て
コ
ス
モ

ス
を
見
に
行
こ
う

☆
思
春
期
保
健
の
出
前
講
座
を
実

　
施
し
て
い
ま
す
。

☆
妊
婦
体
験
や
赤
ち
ゃ
ん
人
形
の

　
抱
っ
こ
体
験
も
で
き
ま
す
。

　　　　運行時間
バス停

午前の便 午後の便
往路 復路 往路 復路

出水バスセンター 10：00 13：13 13：30 16：13

出水駅 10：00 13：11 13：30 16：11

郵便局前 10：04 13：08 13：34 16：08

出水本町 10：05 13：09 13：35 16：09

上場校下 10：42 12：30 14：12 15：30

性感染症は、増加傾向にあり、特
に性器クラミジアは 10 ～ 19 歳
で増加しています。

2,500g 未満の低出生体重児
は、県より低いですが増加傾
向にあります。

社会体育施設を　無　料　開　放！

10 月 13 日（月）【体育の日】は、
　市の社会体育施設を無料開放します。

開放する体育施設
　市民スポーツ課、高尾野教育支所、野田教育支所
　が管理している社会体育施設

時　間　　午前８時３０分～午後５時
　　　　（ただし、市民プールは午前 10 時～正午　
　　　　および午後１時～午後５時）

利用時間　２時間以内
※事前の予約はできません。当日受付のみです。

問い合わせ先
　出水地域指定管理者（☎ 63 － 2144）
　市民プール指定管理者（☎ 63 － 0058）
　高尾野地域指定管理者（☎ 82 － 5451）
　野田地域指定管理者（☎ 84 － 3316）

2012年度2011年度2010年度2009年度2008年度2007年度

本市での 10代の妊娠割合は、全国
や県と比べ高い状況です。

10代での妊娠は、予期しない妊娠であ
る場合が多いです。

2009年度

2009年度

2013年度

2008年度

2012年度

2011年度

2011年度

2011年度2009年度2008年度 2012年度2010年度

2010年度

2010年度

（％）20歳未満の人口妊娠中絶の状況（％）� （表２） 　　　10代の妊娠届割合（％）� （表１）

低出生体重児割合（％）
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【
相
談
事
例
】

　

大
手
通
信
会
社
を
名
乗
る
者
か
ら
電

話
が
あ
り
、「
今
、
契
約
し
て
い
る
プ

ロ
バ
イ
ダ
を
変
更
す
れ
ば
安
く
な
る
。

変
更
作
業
は
、
遠
隔
操
作
す
る
の
で
大

丈
夫
。」
と
言
わ
れ
了
承
し
た
。
後
日
、

業
者
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
指
示
通
り
に

パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
た
。
今
日
、
請
求

書
が
届
い
た
が
、
以
前
よ
り
料
金
が
高

く
な
っ
て
い
た
。（
相
談
者
：
50
代
男
性
）

【
対
処
方
等
】

　

光
回
線
契
約
に
関
す
る
相
談
が
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
最
近
、
プ
ロ
バ
イ
ダ

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
業
者
）
契
約

で
業
者
か
ら
電
話
勧
誘
に
よ
り
「
料
金

が
安
く
な
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
よ
く

理
解
し
な
い
ま
ま
に
了
承
し
「
遠
隔
操

作
」
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
「
料
金
が

以
前
よ
り
高
く
な
っ
た
」「
大
手
通
信

会
社
と
は
全
く
関
係
の
な
い
業
者
だ
っ

た
」
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い

ま
す
。

　
「
遠
隔
操
作
」
は
無
料
の
遠
隔
操
作

用
ソ
フ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
簡
単
に
自
分
の
パ
ソ
コ
ン

画
面
を
相
手
の
パ
ソ
コ
ン
に
表
示
さ

せ
、
相
手
に
パ
ス
ワ
ー
ド
等
を
伝
え
る

だ
け
で
遠
隔
操
作
が
で
き
ま
す
。

　

遠
隔
操
作
を
さ
せ
る
こ
と
は
、
自
分

の
パ
ソ
コ
ン
を
相
手
に
委
ね
る
こ
と
で

あ
り
、
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
内
の
情
報
を

相
手
が
見
る
、
操
作
す
る
こ
と
を
許
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

大
事
な
こ
と
は
、
リ
ス
ク
が
あ
る
こ

と
を
十
分
理
解
し
、
安
易
に
遠
隔
操
作

さ
せ
て
契
約
し
な
い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
契
約
す
る
場
合
は
、
契
約
内

容
を
よ
く
理
解
し
て
契
約
す
る
こ
と
。

光
回
線
等
の
契
約
は
内
容
が
複
雑
な
も

の
も
あ
り
ま
す
。
電
話
で
の
や
り
と
り

だ
け
で
も
契
約
は
成
立
す
る
の
で
、
き

ち
ん
と
内
容
を
理
解
し
て
契
約
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、通
信
契
約
に
は「
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
」
が
適
用
さ
れ
ま
せ

ん
。
必
要
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
と
断
り

ま
し
ょ
う
。

　

通
信
契
約
に
関
し
て
は
他
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
す
。
困
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
出
水
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー（
�
６
２
０
３
直
通
）

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

年
金
の
受
給
要
件
を
満
た
し
、

か
つ
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
１

年
以
上
あ
る
方
は
、
60
歳
代
前
半

か
ら
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

が
受
給
で
き
ま
す
。

　

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は

報
酬
比
例
部
分
と
定
額
部
分
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
支
給
開
始

年
齢
は
上
図
の
よ
う
に
生
年
月
日

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
受
給
要
件

は
満
た
し
て
い
て
も
国
民
年
金
加

入
期
間
の
み
の
方
や
厚
生
年
金
加

入
期
間
が
１
年
未
満
の
方
は
基
本

的
に
65
歳
か
ら
の
年
金
受
給
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生

年
金
の
受
給
開
始
年
齢
は
、
女
性

は
男
性
よ
り
も
5
年
遅
れ
で
引
き

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
共
済
年

金
で
は
男
女
同
時
に
支
給
開
始
年

齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
女
性
で
共
済
加
入
期
間
が
あ
る

方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
２
１
１
１)

年
金
の
受
給
開
始
年
齢

に
つ
い
て

開 催 日　11 月 20 日（木）
開催場所　本庁　３階大会議室
開催時間
　午前９時 30 分～正午
　午後１時～同３時 30 分
内　　容
　国民年金・厚生年金の手続き等
相 談 員　川内年金事務所職員
予約受付期間
　10 月 20 日（月）～ 11 月 13 日（木）
　（土・日、休日を除く
　　　　　午前 8 時 30 分～午後５時）
予約申込先
　本庁　市民生活課住民年金係
　電話 63 － 2111（内線 147、148）
※ 10 月 16 日開催の年金相談について

は広報いずみ９月号をご覧ください。

11 月　出水地区年金相談
（完全予約制）

遠
隔
操
作
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

プ
ロ
バ
イ
ダ
契
約

【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日
　午前８時30分～午後５時（正午～午後１時を除く）
　本庁市民生活課内　（☎63－6203　直通）
○水曜日
　午前９時30分～正午
　本庁および野田支所市民福祉課内
　（☎63－2111　内線741）
○水曜日
　午後１時～同４時
　本庁および高尾野支所市民福祉課内
　（☎63－2111　内線453）

男性 S22.4.2～S24.4.1生
女性 S27.4.2～S29.4.1生 定額部分

男性 S24.4.2～S28.4.1生
女性 S29.4.2～S33.4.1生

男性 S28.4.2～S30.4.1生
女性 S33.4.2～S35.4.1生

男性 S30.4.2～S32.4.1生
女性 S35.4.2～S37.4.1生

男性 S32.4.2～S34.4.1生
女性 S37.4.2～S39.4.1生

男性 S34.4.2～S36.4.1生 報酬比例部分
女性 S39.4.2～S41.4.1生

男性 S36.4.2生　以降
女性 S41.4.2生　以降

老齢厚生年金
老齢基礎年金

報酬比例部分 老齢厚生年金
老齢基礎年金

老齢厚生年金
老齢基礎年金

老齢基礎年金

報酬比例部分 老齢厚生年金
老齢基礎年金

報酬比例部分 老齢厚生年金
老齢基礎年金

報酬比例部分 老齢厚生年金
老齢基礎年金

報酬比例部分 老齢厚生年金

60歳 65歳

64歳

61歳

62歳

63歳

64歳

65歳

60歳
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　８月16日（土）、

野田地区の夏祭りが

開催されました。

　当日は天候にも恵

まれ、踊りやクイズ

などの催し物や金魚

すくいなどの露店で、

たくさんの市民が真

　８月15日（金）、出水警察署と防犯協会でうそ電話詐欺（振り 夏の一夜を満喫しま

込め詐欺等）被害防止キャンペーンを実施しました。 した。

　出水警察署管内では、８月末現在被害届は受理されていません 　街頭補導にご協力

察警年少たいだたい。すまいてし生発が害被のく多もで内県、が

　被害に遭わないためには ボランティアの皆さ

。たしまいざごうとがりあろことのれ疲お、ん。くおてめ決を」葉言い合「の士同族家　○

○　在宅中も電話機を留守電状態にしておく。

○　「儲け話は損話」！不審な電話はまず家

　族や警察に相談。

○　自転車を防犯登録していると、盗難等で放置

　自転車として発見された場合に、警察で登録番

　号を照合し、持ち主にお返しすることができま

　す。防犯登録は12年間有効で、自転車購入店や

　小・中・高校生の皆さん、これから一日一日、日没が早くなり 　防犯協会でできます。

。すで円005台１は料録登　　。すま

）値定暫：内管署察警水出（］数件難盗車転自［るきでに内いる明。すで険危は道い暗　

りなに件81で在現末月８、は数件知認難盗　　。うょしましにうよる帰に緒一と達友けだ

。すま　がし返り取はらかてっ遭に故事、罪犯　

が区地野尾高、件51が区地水出、はで別区地　　迎に人の家はきとるなく遅。んせまきつ

。すまりなに件２が区地田野、件１　。うょしまみ頼をえ

　　盗難場所は、団地等の駐輪場が５件、駅が４件、

　店舗が３件、その他が６件となっています。

実施期間：10月11日（土）～同20日（月） ◇　ワイヤー錠等によるツーロック（二重

　安全に対する地域住民の意識を高め、安心して暮らせる地域 　施錠）をしましょう。

社会を目指して、全国地域安全運動が実施されます。 ◇　短時間でも自転車を離れる時は、確実

　運動期間中、出水市防犯協会でも出水警察署と連携して、地 　にカギをかけましょう。

域安全モニター、少年警察ボランティア、市自治連防犯交通部、 ※　市内の各駐輪場に、長期間置いたまま

自主防犯パトロール隊の方々の協力を得て、「住宅を対象とし 　の自転車が多く見受けられます。確認を！

た侵入犯罪の被害防止」や「うそ電話詐欺被害防止」、「万引

き防止」、「子ども・女性・高齢者の犯罪被害防止」等のキャ

ンペーンを実施するとともに広報車による防犯パトロールを強

化するなど、「安心の街いずみ」づくりを図ります。

　関係者の皆さん、ご協力をよろしくお願いします。

※（　）内の数字は前年同期比

死　者

問い合わせ先 出水市防犯協会６３－１５００

累　　　計

　８ 月 中

２０１４年

＜平成２６年１０月号＞

セキュリティタウン 安心の街 いずみ

２０１４年

出水警察署管内

発生件数

交通事故発生状況

盗難に遭わないために

負傷者

自転車の防犯登録

下校は早めに

発生件数 死　者 負傷者

201４年
８ 月 中

22 件
（±０）

０人
（±０）

31 人
（＋４）

2 0 1 4年
累 計

136 件
（－ 65）

１人
（－３）

174 人
（－ 79）

※　（　）内の数字は前年同期比

交通事故発生状況
出水警察署管内

出水市防犯協会 63 － 1500問い合わせ先
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読書活動に関する問い合わせ先

      読書推進課
☎ 63‒4121

第３土曜日は「市民読書の日」
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html 
 

ビブリオバトル 
（自分が読んだ本でおすすめしたい

本を持ち寄り、紹介しあうゲームで

す）

   
 
 
 
 
 

 

 
 

市立中央図書館が現在の場所に新築移転して、本年で開館 30 周年になります。

これを記念して次のようなイベントを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 問い合わせ先： 中央図書館 ☎63－2105 

“いつでも どこでも 本といっしょに！！” 

 
 

「読書活動日本一の

まちづくり」を目指して

読書活動に関する問い合わせ先 

読書推進課 

電話６３－４１２１ 

第３土曜日は「市民読書の日」 
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html 

 貸出冊数３０冊デー 

図書館を使った調べる学習コンクール

作品発表会 

開館３０周年記念 
「夜のおはなし会」 

期間内に本を借りてくださった方へ

「ブックカバー」をプレゼント！ 
また「ブックバンド」が当たる 

抽選会も行います 
沿革誌編集・発行 

出水市立中央図書館開館 30 周年記念

期 間 ： 10 月 25 日（土）～11 月９日（日）

場 所 ： 市中央図書館 
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≪幼児・小学生≫

●「ヘンテコクレヨン｣ みやにし　たつや　作・絵
●「ぼくのおじいちゃん」 マルタ・アルテス　作
●「あきちゃった！」 アントワネット・ポーティス　作
●「ドラゴンはスーパーマン」 茂市　久美子　作
●「かげのひこうき」 五味　太郎　作
●「とっくんトラックもりへぶぶー」 いわむら　かずお　作・絵
●「お話きかせてクリストフ」 ニキ・コーンウェル　作
●「モンスター・ホテルでたんていだん」 柏葉　幸子　作
●「おはなしばあさんと風来坊」 川端　誠　作・絵
●「ぞうまうぞ・さるのるさ」 石津　ちひろ　ことば

・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「真夜中の電話　ウェストール短編集」 ロバート・ウェストール　作
●「日本語のニュアンス練習帳」 中村　明　著
●「理系アナ桝太一の生物部な毎日」 桝　太一　著

・・・・・等
≪一般≫

●「幻肢」 島田　荘司　著
●「どこの家にも怖いものはいる」 三津田　信三　著
●「クロム・ジョウ｣ 結城　充考　著
●「磁極反転」 伊与原　新　著
●「泣いたの、バレた？」 酒井　順子　著
●「愛なんて嘘」 白石　一文　著
●「神の子　上・下｣ 薬丸　岳　著
●「後妻業」 黒川　博行　著
●「四人組がいた。」 高村　薫　著
●「オペラ座の美女」 鯨　統一郎　著
●「運転、見合わせ中」 畑野　智美　著
●「荒神」 宮部　みゆき　著
●「ターンオーバー｣ 堂場　瞬一　著
●「ねじまき片想い」 柚木　麻子　著
●「往生際の悪い奴」 島田　雅彦　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 10月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜、祝日
　午前９時～午後６時

20日
高尾野図書館

（☎ 82 ｰ 5452）
　午前９時～午後６時 17日

野田図書館
（☎ 84 ｰ 3100）

10 月　移動図書館運行表
ステーション名 運行時間

運行日

10 月

第１

火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20
７日
21日

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：50～15：10
鹿島自治公民館 15：20～15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
１日
15日

尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
菅原神社（荘上・荘下）14：10～14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30～10：50

２日
16日

上場集落 13：45～14：05
宮之元集落 14：25～14：45
原（農業者トレーニングセンター） 14：55～15：15
不動野集落 15：25～15：45

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00～10：20
９日
23日

受口自治公民館 10：40～11：00
屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00

10日
24日

元町自治公民館 10：15～10：35
今釜西自治公民館 10：50～11：10
鶴水園 14：10～14：40
加紫久利住宅広場 14：55～15：15
米ノ津駅前広場 15：25～15：45

10 月のおはなし会・親子読書会

中 央 図 書 館

おはなしのへや
（毎週水曜日）

1、8、15、22日、29日
午後４時～

夜のおなはし会 25日（土）午後７時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

6、20、27日
午後４時～

親子読書教室 
「すくすく」

14日（火）、28日（火）
午前10時30分～

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

2、9、16、23、30日
午後４時～

だっこでギュッ ２日（木）
午前10時30分～

夜のおなはし会 23日（木）午後７時～

出水市立中央図書館開館 30 周年記念

夜のおはなし会スペシャル
日　　時　10 月 25 日（土）　午後７時～
場　　所　市立中央図書館
申し込み　不要
内　　容　図書館職員とボランティアグループによる
　　　　　読み聞かせと本の貸し出し
問い合わせ先　中央図書館　　（☎　63 － 2105）

※子どもの方は保護者同伴でお越しください。

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索
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　８月10日、高尾野川をきれいにする会（髙崎正風
会長）がうなぎの資源保護を目的に高尾野川下流に
設置した「石倉かご」に、どれぐらいのうなぎ等が住
み着いているかを確認するモニタリング調査が行わ
れ、地元の荘小学校の児童たちが参加しました。
　引き上げられた「石倉かご」には、多くのうなぎや
カニなどが確認され、児童たちは手にとって、興味
深そうにじっくりと観察していました。

う
な
ぎ
の
生
息
調
査

高
尾
野
川

　８月31日、野田町上名の嶽ダムで下刈りボラン
ティアがありました。
　集まった多くの市民は、鎌や草刈機を手に斜面や
散策広場などに生い茂った草を丁寧に刈り取ってい
ました。
　作業後は、見通しがよくなった斜面をさわやかな
風が吹き抜けていました。

下
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア嶽

ダ
ム

　９月６日、市内の電気工事業者でつくる出水電気
工事工業協同組合（岩﨑孝和会長）と同青年部（大石
大部長）の会員が、一人暮らしの高齢者宅の電気設
備無料点検サービスを行いました。
　今年で22回目となる活動は、今回、高尾野・野田
地域で行われ、宅内の配電盤や引き込み口の配線な
ど家の内外を丁寧に点検し、訪問を受けたお年寄り
は大変感謝されていました。

高
齢
者
宅
を
訪
問

電
気
設
備
点
検

　毎年、秋の恒例行事となっている野田町青木地区
のかかし祭りが９月７日、広域農道青木の茶屋付近
の農道で開催されました。
　これは、豊作を願い、住民同士の交流を深めるた
めに同地区むらづくり推進協議会が主催したもの
で、今年で16回目の開催。伝統的なスタイルのかか
しやキャラクターかかしなどが一堂に展示され、訪
れた見物客はその力作に感心していました。

か
か
し
大
集
合

青
木
地
区

　８月30日、米ノ津川で「親子でイカダを作ってレー
ス」が開催され、約50組の親子が参加しました。
　親子で一緒に物を作ることで絆を深め、川に親し
んでもらおうとさつま出水青年会議所が主催。
　当日は、あいにくの雨模様でしたが、参加者は思
うように進まないイカダに悪戦苦闘しながらも、一
生懸命こぎながら、楽しい時間を過ごしていました。

親
子
で
イ
カ
ダ
を
作
っ
て
レ
ー
ス

米
ノ
津
川

ツ
ル
保
護
へ
向
け
た
取
組
み

県
ツ
ル
保
護
会
総
会

　８月26日、クレインパークいずみで本年度の県ツ
ル保護会総会が開催され、昨年度実施した国際ツル
シンポジウム等の決算のほか、本年度事業の事業計
画が審議されました。
　また、ツルが高圧電線に衝突する事案が報告され
ていることから、保護会として九州電力へ防止策の
要望を行うことなどが確認されました。
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８
月
23
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、
第
11
回
24
時
間
高
尾
野

ひ
ま
わ
り
駅
伝
大
会
が
高
尾
野
川
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー
ド
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

24
時
間
、
12
時
間
、
６
時
間
の
３
部
門
で
、
１
周
約
２
㌔

の
周
回
コ
ー
ス
を
制
限
時
間
内
に
ど
れ
だ
け
走
れ
る
か
を
競

う
大
会
で
、
最
長
の
24
時
間
の
部
に
は
、
30
チ
ー
ム
が
参
加
。

　

夏
の
厳
し
い
日
差
し
と
蒸
し
暑
さ
に
加
え
、
大
会
終
了
と

な
る
24
日
の
正
午
前
に
は
強
い
雨
も
降
る
な
ど
、
厳
し
い

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

た
だ
ひ
た
す
ら
自

分
の
限
界
ま
で
走

り
ぬ
く
姿
や
仲
間

の
声
援
に
応
え
よ

う
と
一
生
懸
命
に

走
る
ラ
ン
ナ
ー
の

姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

【
大
会
結
果
】

　
24
時
間
の
部
優
勝

　

柴
引（
１
８
３
周
）

　
12
時
間
の
部
優
勝

　
Ｊ
Ｎ
Ｃ（
１
０
２
周
）

　
６
時
間
の
部
優
勝

　

薩
摩
川
内
ラ
ン
ナ
ー
ズ
赤

　

組（
46
周
）

雨
に
も
負
け
ず
、暑
さ
に
も
負
け
ず

24
時
間
高
尾
野
ひ
ま
わ
り
駅
伝

　９月７日の出水、西出水、東出水、米ノ津地区を
皮切りに、市内各小学校区の自治会対抗体育大会が
始まりました。
　各地区で、子どもやお年寄りが参加し、楽しめる
競技や激しい争いが繰り広げられる自治会対抗リ
レーなど多くの種目が行われます。
　まだまだ日差しが厳しいですので、こまめな水分
補給を行うなど熱中症対策を心がけましょう。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
は
じ
ま
る

各
地
区
体
育
大
会

　８月26日～同29日、自治会対抗バレーボール大会
決勝トーナメントが、市総合体育館で開催されまし
た。
　準決勝では、昨年度優勝の砂坂共済住宅自治会に
渡瀬口自治会が勝利し、強豪西水流自治会に清水自
治会が勝利しました。決勝戦の、渡瀬口自治会対清
水自治会の試合は、１時間20分の接戦を制し、渡瀬
口自治会が念願の初優勝を飾りました。

渡
瀬
口
が
初
優
勝

自
治
会
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

８
月
24
日
、
高
尾
野
多
目
的
運
動
場
で
市
地
区
防
災
訓
練

が
開
催
さ
れ
、
自
治
会
や
消
防
、
警
察
等
の
ほ
か
、
市
と
災

害
時
の
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
出
水
管
工
事
協
同
組
合

等
の
関
係
団
体
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
防
災
訓
練
で
は
、
本
市
が
川
内
原
子
力
発
電
所
か

ら
半
径
30
㌔
圏
内
の
Ｕ
Ｐ
Ｚ（
緊
急
時
防
護
措
置
準
備
区
域
）

に
入
り
、
人
口
の
約
４
割
が
住
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
原
発

事
故
を
想
定
し
た
バ
ス
で
の
避
難
と
避
難
先
で
の
被
ば
く
状

況
を
調
査
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
訓
練
を
初
め
て
実
施
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
後
に
、
消
防
や
警
察
等
が
現
場
に
到
着

す
る
ま
で
の
間
、
地
域
住
民
が
団
結
し
て
初
期
消
火
等
の
救

助
活
動
を
行
う
訓
練
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
真
剣
な
表
情
で

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

　

災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
に
は
、
自
ら
の
命
は
自

分
で
守
る「
自
助
」、
隣
近
所
で
お
互
い
助
け
合
う「
共
助
」、

公
的
機
関
の「
公
助
」、
こ
の
３
つ
が
３
本
の
矢
の
故
事
に
あ

る
よ
う
に
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

日
ご
ろ
の
備
え
と
し
て
、
避
難
ル
ー
ト
や
非
常
持
ち
出
し

品
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
に
備
え
、防
災
訓
練
を
実
施

市
地
区
防
災
訓
練
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　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は21,200部で市内のほぼ全世帯に配布
されますので、同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用
ください‼現在募集中の広告につきましては、2014年４月以降
の掲載予定となりますので、ご了承ください。

有料広告の
ページ

有料広告の
ページ

有料広告の
ページ

有料広告の
ページ

【申込・問い合わせ先】
　　　本庁政策調整室秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

ほっ
保険のセレクトショップ 出水店 0996-62-0111

保険の
セレクトショップ

鹿児島県出水市昭和町13-1-1F（出水市役所ななめ前）

ファイナンシャルプランナー(FP)による保険診断・見直し等の無料相談

募集代理店  ユニバーサルライフ㈱

https://www.facebook.com/hoken.select

日時：平成26年

10月25日（土） 9：00集合
定員：親子を対象に３０名程度
申込：お電話にてお申込みください。

定員になり次第締め切らせて頂きます。

日本アルコール産業株式会社出水工場
出水市昭和町60-18

管理課 TEL: 0996-62-0486
アルコール商品
・手指消毒剤キビキビ ・除菌消臭剤キビオ

肥料商品【ＪＡ取扱商品】
・有機入り複合肥料たわわシリーズ

商品
広告 

  

 

考えているだけでは 

 何も変わりません！ 

よね だ けい ご

弁護士 米　田　圭　吾（鹿児島県弁護士会所属）

住所：出水市昭和町３－２４
電話：０９９６－７９－３５３５
相談時間　平日（月曜日～金曜日）
午前９時３０分～午後５時まで

法律的なアドバイスが必要なこんな時…
・相続や遺言について聞きたい
・離婚をしたい
・借金のことで相談したい
・経営が苦しい
・会社・個人事業の顧問になってほしい
・会社と従業員の問題で相談したい
　その他、幅広い分野を取り扱っています。
　皆様がお困りのことについてお気軽に
　ご相談ください。

初回の相談料は
１時間まで無料です出水法律事務所

※営業時間にご都合がつかない場合はご相談ください。

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は21,200部で市内のほぼ全世帯に配布
されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用くだ
さい‼現在募集中の広告につきましては、2015年２月号以降の
掲載予定となりますので、ご了承ください。
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時～正午）

10　　　　　月
日 医　療　機　関　名

５日（日）

［当］東医院 整形外科 六月田中 ☎67－1861

［当］つかさとクリニック 内・神経内科 今釜西 ☎67－5560

［当］植村整形外科 整外科 阿久根市 ☎72－1041

［当］黒木胃腸科外科医院 胃腸・外科 阿久根市 ☎75－0200

［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88－5040

［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

12日（日）

［当］吉田耳鼻咽喉科医院 耳鼻咽喉科 栄町 ☎62－0170

［当］高尾野診療所 内・外科 上の原（高尾野） ☎82－0017

［当］山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎72－0420

［当］鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054

［児］しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68－0633

13日（月）

［当］楠元内科医院 内科 千本付 ☎62－8600

［当］来仙医院 内・外・小児科 田多園 ☎84－2005

［当］北国医院 外・小児・整外科 阿久根市 ☎72－0016

［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405

19日（日）

［当］広瀬産婦人科医院 産・婦人科 春日町 ☎62－1559

［当］吉井中央病院 内科 東大野原 ☎62－3111

［当］林胃腸科外科 内・外科 阿久根市 ☎73－3639

［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88－5040

［児］キッズクリニック 小児科 向江 ☎63－7707

26日（日）

［当］市川医院 耳鼻咽喉科 沖田 ☎63－3151

［当］おかだクリニック 内・消化・放射線科 春日町 ☎63－7011

［当］阿久根眼科 眼科 阿久根市 ☎72－0040

［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88－2595

［児］二宮医院 小児科 栄町 ☎62－0167
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
10月19日

徳 森 歯 科 医 院 歯科 ☎67－3608 元町（出水）
マ リ ン 薬 局 ☎63－6678 東 大 野 原

10月26日
水 野 歯 科 医 院 歯科 ☎82－0064 柴 引
第 二 緑 調 剤 薬 局 ☎63－1177 沖 田

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田地域

工 事 事 業 者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
９月29日～ 10月５日 ことぶき電気設備 ☎62－0313

携帯電話
（090－7397－7898）

山﨑水道設備 ☎82－1600

携帯電話
（090－7154－7490）

10月６日～ 12日 道 添 建 設 ☎62－3833 福 井 組 ☎84－2534

10月13日～ 19日 川 島 工 建 ☎63－6685 慶 越 組 ☎82－0442

10月20日～ 26日 出水合同電設 ☎62－0676 川 窪 建 設 ☎82－0376

10月27日～ 11月２日 山門電気商会 ☎67－1066 軸薗設備工業 ☎82－0889

※歯科医院診療時間　午前９時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2014年８月１日～同８月31日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 ０件（－４） ０件（－２） ０人（　０） ０人（－２） 187件（－29） 103人（－12）
2014年の累計 ８件（－６） ４件（－３） ２人（＋２） ２人（－２） 1448件（－22） 755人（－29）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

13日（月）▶社会体育施設無料開放（市民スポーツ課および各教育支所が管理する各施設）

19日（日）▶第27回出水ツルマラソン大会（午前９時・陸上競技場およびツルマラソンコース）

26日（日）▶地区別市民体育大会（米ノ津東・荘・高尾野・下水流・大川内地区各会場）

10 月の主な行事

10月５日
北 園 歯 科 医 院 歯科 ☎64－2151 麓（高尾野）
あ じ さ い 薬 局 ☎67－2055 六 月 田 下
い ま が ま 調 剤 薬 局 ☎65－7550 今 釜 西

10月12日
宮 薗 歯 科 医 院 歯科 ☎73－3222 阿 久 根 市
クレイン調剤薬局 ☎63－4300 栄 町
高 尾 野 会 営 薬 局 ☎64－2110 上 の 原

10月13日
村 岡 歯 科 医 院 歯科 ☎62－0601 春 日 町
ポ ポ ロ 薬 局 ☎63－4630 千 本 付
ス マ イ ル 薬 局 ☎84－2430 田 多 園
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『今月の問題』

　

８
月
５
日
（
火
）
と
６
日
（
水
）
の
２

日
間
、「
お
も
し
ろ
実
験
教
室
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
市
内
の
小
学
・
中
学
・
高
校

か
ら
７
人
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先
生
を
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師
に
迎
え
、
博
物

館
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
お
も
し
ろ
実
験
教
室
」

101

木に止まれるツルはどれでしょう？

Ａ　タンチョウ
Ｂ　マナヅル
Ｃ　カンムリヅル

☆　答えは来月号で。先月号の答えは、
　　Ａ　ナベヅル　でした。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　荘中ツルクラブと高尾野中ツル
クラブの生徒が、友好都市である
釧路市との交流事業で、阿寒中学
校との交流・研修を行ない、市長
に報告しました。

　米ノ津小学校創立 140 周年を記念して、学校とＰＴＡ
の皆さんが読み聞かせ会を開催すると聞き、おじゃまし
ました。敷地内の読書の森ではベンチがリニューアルさ
れ、ＰＴＡ読書ボランティアの皆さん、そらいろのたね
の皆さんによる読み聞かせがありました。大きな絵本や
手作りのなが～いロールシアターなど、子どもたちは真
剣に、楽しそうに見入っていました。

と
一
緒
に
「
ス
ラ
イ
ム
」
や

「
水
の
不
思
議
な
世
界
」
な

ど
９
種
類
の
実
験
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
操
作

体
験
や
指
紋
採
取
が
出
来
る

特
設
ブ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
、

ど
の
実
験
も
大
変
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
な
お
、
２
日

間
の
入
館
者
は
７
８
６
人
で

し
た
。

　全国高校総体陸上競技・女子
3000 ｍで、第５位に入賞した、
神村学園高等部の野添佑莉さん

（出水中出身・前列左）。

　長年にわたる監査委員として
の功績が評価され、全国都市監
査委員会から表彰された、房村
守雄さん（下平野自治会・中央）。

　全国高校総体ソフトボール競技で優
勝した神村学園高等部の福脇遥さん

（切通小出身・前列左）と花園あかね
さん（米ノ津中出身・前列右）が市役
所を訪問しました。

　第 30 回全国小学生陸上競技交流大会に県代表として派
遣された、瀬﨑勝太さん（東出水小６年・左写真前列左）
と藤﨑隆斗さん（米ノ津小５年・左写真前列右）、指導者
として派遣された吉田修さん（沖田自治会・左写真後列右）。
瀬﨑選手は、走り幅跳び種目で見事全国優勝しました。


